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「再来週の結婚式、何着ていく？」

「去年のやつ」

「やだ、あれ受付の子と色違いで被ってなかった？　しかも今回の新郎って確か製薬会社勤務でしょ？　ってことは参列者も……」

「まじ？　そっかー。もうちょっとエロいやつ探すわ」

　春である。

　昼休憩中のオフィスでは、若い女性社員たちのきゃあきゃあした会話が繰り広げられている。

　そんな時期をとうに過ぎたアラサー社員二人は、各々スマートフォンを眺め、野菜中心の弁当をつつきながらそんな会話を何とはなしに聞いていた。

「……結婚式の二次会ねえ。美み花かは何着ていくの？」

「いつも通り適当にレンタルする」

「またあの電柱みたいなやつ？」

「今回は胸下切り替えにしたわよ。でもゴムだからいくらでも飲み食いできる」

「さすが」

　田た梯はし美花が親指を立てると、かたはらに座る明あ日す香かがクスクスと笑った。

　友人であり同僚の橋はし元もと明日香は同期で歳が近く、プライベートでも出かけるほどの仲だ。

「私も今回はレンタルにしようかな。サイト送ってよ」

「オッケー。私の紹介コードも送るから使って」

　職場関係のお呼ばれにいちいちドレスを用意していたらきりがない。もしかしたら二次会で運命の出会いがあるかも、なんて思えるほど夢見がちなお年頃も過ぎて、最近はもっぱらレンタルドレスだ。

　気合いを入れてめかし込んだところで、自分に声をかけてくるような男は皆無であると二十九年間の人生で学んでいる。

　一目で恋に落ちるなんて、ドラマや漫画の中での話。あとは、神に愛された容姿を持つ人間だけに与えられたおとぎ話だ。

　美花は大学卒業後、幾度かの転職を経て今のアパレル会社のウェブ販売部門に落ち着いた。仕事にも慣れて同僚にも恵まれ、人間関係にもここ数年これといった変化はない。

　もちろん、年齢を考えればそろそろ本格的に結婚を視野に入れた交際をしたいとは思っているし、給料がもう少し増えれば今よりも広い部屋に引っ越せるのに、などと考えたりはするけれど、すべてが望み通りの人生を歩む人間など一握りだ。

　だから、美花はそれなりに今の生活に満足していた。

「何の話ですか？」

　ふと背後から声をかけられる。見れば、神に愛されまくった男が、コーヒー片手に佇んでいる。

　高たか比ひ良ら優ゆう生せい。────美花よりもふたつ年下の後輩だが、その外見や家柄は間違いなく勝ち組である。

　ほんの少し垂れ目気味の瞳の上には、凜々しく意志の強そうな眉。口角の上がった品のいい唇に、真っ直ぐに伸びた鼻梁。笑うと幼く見えるわんこのような容貌に柔らかな物腰。

　仕立てのいいスーツに身を包んだ一八十センチの鍛えられた肉体は威圧感を覚えそうなものなのに、その爽やかな容姿と艶やかな栗色の髪が相まって、品のいい大型犬のような雰囲気である。どことなく漂う気品と甘い笑みはアイドル顔負けだ。

「結婚式の話」

「ああ、そういえばもうそろそろか」

　優生は思い出したように、小さく頷いて近くの空いた席に腰を下ろす。その表情はどこか浮かない。

「気が乗らない？　まあ面倒っちゃ面倒だけど」

「ですよね。実はああいう席ってどうも苦手で……」

「高比良くん、すごいモテそうだしね」

「そうなんですよ。無駄に男性陣の顰ひん蹙しゅくを買うし、俺も別に嬉しくないし、全然いいことない」

　優生が顔を顰しかめるので、明日香が笑ってからかう。

「女の子に群がられて嬉しくないとか生意気～」

「いやいや、だってほら、そういうところで声かけてくる女性って結局、『高比良会長の息子』だから近づいてくるわけで、俺が目当てじゃないでしょ」

　優生の言いたいこともわかる。今はウェブ販売部門で働いているが、彼の父親こそこの会社を傘下に収めている大企業の会長だ。アパレル事業のみならずメディア、ＩＴ事業と幅広くやっているので、誰でも高比良という名字を聞けば何かしらの会社を連想するくらいには知名度がある。

　第一子である優生もゆくゆくはグループの会長、もしくは関連会社の役員になること必至で、入社当初から周囲に一目置かれている存在だ。

「ああ、入社当時の飲み会でもすごかったよね。高比良くんの周りだけ女の子がブワーって」

「ね。でもあんまりそういう風に寄ってこられても嬉しくはないですよ」

　思い出したように頷く明日香に、優生は困ったように笑った。

　モテる男にもそれなりに悩みはあるようだ。気持ちはわからなくもないが、美花から見て優生は決して家柄だけが取り柄の男ではない。

　仕事ができるし、細かいところにも気づいて情報収集も得意だ。その上、会長の息子であることを笠に着たところもなく、それどころか普通の社員として扱ってほしがっている。

　そのせいか、生来の親しみやすいキャラゆえか、入社当初は緊張気味だった上司や先輩からも今はひとりの後輩として可愛がられている。

　美花すらたまに会長の息子であることを忘れるほど彼は自然体で、気取ったところがひとつもないのだ。

「確かに二次会だとそういう人いるかもね。でも社内でも最初はそうだったけど、少なくともこの部門では今はもう優生くんのことそんな風には思ってないよ。この前出した企画も売れ行き好調だって聞いたし」

　優生はきょとんとするとゆるりと目尻を下げて「ありがとうございます」と照れたように微笑んだ。

「そういえば、先輩だけは最初から俺のこと会長の息子とは見てなかったですね」

「ああ、覚えてる。『会長の息子だからって特別扱いはしないんで』って言いきってたよね」

「そう。俺あんなこと面と向かって言われたの生まれて初めてで、びっくりしましたよ」

「ちょ、ちょっと！　その話はいいでしょ」

　自分の痛々しい過去を持ち出され、美花は思わず苦い顔をした。

　当時は必要以上に肩肘を張っていたのだ。

「片思いしてた先輩社員にいいところ見せたかったのよね」

「覚えててくれてどうもありがとう」

「どういたしまして」

　顔をしかめると、明日香はおほほと涼しい顔で笑った。悪友め。

　入社当時からの同僚兼友人というのも考えものだ。社内での苦々しい失恋をすべて知ってしまっているのだから。

　優生は少し意外そうに片眉をあげた。

「へえ……先輩社員かあ。そういえば俺が入ってすぐ結婚した人がいましたよね」

「そうそう。高比良くんはあの結婚式行ったんだっけ？」

「いえ、俺は入社したてで全然関わりなかったんで。……でも、そういえば前にカッコいいって言ってた俳優さんも結構年上でしたよね。もしかして先輩って年上がタイプなんですか？」

「べ、別にいいでしょ。昔の話よ」

　過去の苦々しい思い出が蘇って頭を振る。

　元々、仕事に関して真面目な美花は、会長の息子だからといって評価を甘くしたり、気を遣ったりできるような器用な人間ではない。そこに認められたい相手の目があれば、なおさら優生への態度は他の後輩と同じか、それ以上に厳しいものになっていたと思う。

　会長の息子だからとかイケメンだからといって、態度が変わるミーハーな女に思われたくなかったのだ。

　だが優生はそこで腐ったり、投げ出したりはしなかった。将来のポストは決まっているも同然で、本来なら身につけなくてもいいような仕事にも拘わらず日々熱心に取り組み、自主的に学んだ。今では美花よりも多くの仕事をこなし、提案する企画も好評だ。

　正直、美花から学んだことはほとんどないのではないか。

　先輩の身としては、後から来た人間が自分よりも評価されることを面白くないと感じてもおかしくないが、彼の人柄と飛び抜けた学習能力にはただ圧倒されるのみである。

　先輩風を吹かせていたあの頃を思い出すと、当時の自分の痛々しさに白目を剥いてしまいそうだ。

「昔よねえ。……そういえば美花、私が紹介したマッチングアプリやってる？」

　明日香は急に思い出したようにそんなことを問いかけた。

　最近彼氏と別れたばかりの彼女が少し前からハマっているアプリだ。

「モ、モチロン……」

　そう答える美花の目は泳いでいる。

　実は勧められて数週間前に登録したまま、三日ほどで飽きて放置していた。

　よく知らない相手とちまちまメールするのは性に合わないのだ。

　だが正直に話せば「また三日坊主か」と呆れられるだろう。美花にはこれまでも、ダイエットやヨガなどを明日香と一緒に始めては数日で逃走してきた前歴がある。

「マッチングアプリ？　先輩、婚活ですか？」

　あまりにも安直な優生の言葉に、美花のほうがぎょっとしてしまう。

「婚活!?　まさか、そこまでじゃないわよ。もっと気楽なやつ」

「そうそう。まずは股に張ったクモの巣を散らしてもらわないとね」

「言い方」

「おっと、ごめん」

　明日香は口に手を当てて、誤魔化すようにスマートフォンを覗き込んだ。

「誰かと会ってるんですか？」

「いや、別に……いいでしょ」

　優生の物言いたげな視線に、美花はいたたまれなくなる。

　彼とは何でも話せる間柄ではあるが、さすがにマッチングアプリを使っていると知られるのは居心地が悪い。正確には三日坊主で放置しているので使ってもいないのだけれど、なんとなく優生には知られたくなかった。

　どことなく気まずい空気に、優生は気を取り直すように口を開いた。

「あー……そういえば、先輩週末って用事ありますか？」

「週末？　何もなかったと思うけど、どうして？」

「この前面白そうって言ってた映画、一緒にどうかなと思って」

　カレンダーに視線を向けていた美花は一瞬固まってすぐに顔をしかめた。

「ああ……ごめん、あれ明日香と見に行く約束しちゃって、もう予約したんだ」

「そうですか。残念」

「うん、本当。ごめんね」

「いえ、それじゃ」

　また、と告げて優生は席を立った。少し離れたところにある自分のデスクに戻ったのを見届けると、美花はほっと息を吐く。

「約束なんて、してましたっけ？」

「うわっ」

　見れば、ついさっきまでスマートフォンを眺めていた明日香が疑わしげな視線を寄越している。

「……ごめん。なんか勝手に口から出ちゃって」

「いいけど、なんで断るの？　高比良くんいい子じゃん。しょっちゅう話してるし、苦手ってわけじゃないでしょ」

「そうだけど……二人っきりで遊びに行って楽しかったらどうするの。期待しちゃうじゃん」

「期待したらいいじゃない」

「嫌よ。大体こういう流れはわかりきってるじゃない」

「わからないわよ」

「わかるわよ。きっと二人で色んなところに遊びに行って、ふとしたとき酔ったノリで手を繋いできて『君みたいな子と付き合える男はラッキーだ』とか思わせぶりなこと言ってきて、いい雰囲気になったと思った途端、『彼女にどうプロポーズしたらいいか』って相談されて、婚約指輪を見に行って、連日仕事終わりにファミレスで朝までのろけ話を聞かされてプロポーズのシチュエーションや言葉を相談されるんだわ。割り勘でね！　そして式の前日に呼び出され、ほのかな期待を胸にのこのこ出て行ったら『彼女が君との関係を疑ってるから式は欠席してくれないか』って言われて、ドレス代を無駄にしたくなくて近くの飲み屋で飲んだくれ、翌朝公園で目を覚ます羽目になるのよ」

　ほんの数年前のことだが話しているうちについヒートアップしてしまい、心がすさんでくる。きっと明日香が先輩社員の話なんか持ち出すから、記憶が刺激されてしまったのだ。

　痛々しい。なんて憐れな女だ。

　今思い出してもあんまりな出来事に、美花はたまらずデスクに突っ伏した。

「前の男のことなんか忘れなって」

「付き合ってないから前の男じゃないわよ……映画なんかでよくある、酔って目を覚ましたらホテルのベッドなんて嘘。現実は飲んだくれたって襲われもしないの。知らない男物のコートをかけられてるんだから。脱がされるどころか着させられてるのよ。そんなことってある？」

「ち、治安がいいところに住んでて、しかもコートまで手に入るなんてラッキーじゃない……」

　明日香の苦しいフォローに、「わあい、やったね」と美花は小さく拳を握ると盛大にため息を吐いた。

　優生は、以前から休日遊びに行かないかとか、仕事終わりに夕食はどうかとか誘ってくれる。

　けれど美花にしてみれば、彼の何気ない誘いは罠に見えるのだ。無自覚の罠。

　こうして一緒に働いているだけでも彼のいいところや人好きなところ、話しやすさや穏やかな気性が好ましいと感じているのに、二人きりで出かけて楽しかったら、きっとチョロい自分はすぐ彼に恋心を抱いてしまうだろう。

　その後のわかりきった展開を何度も何度も繰り返しているというのに、またしてもロクに学びもせず心をときめかせてしまう。そんなのただの馬鹿だ。

「酔っ払っても、素敵なドレスを着てても、私を抱きたいと思う男なんかこの世にいないのよ。期待なんかするだけ無駄。特に、優生くんみたいな子はね」

　家柄なんか関係ない。あんなにいい男なのだ。自分がどんなに頑張っても太刀打ちできないような煌びやかでゴージャスな女たちが常に列を作っている。そんな彼女たちを押しのけて、自分を選べと言えるほどの気力や勇気や自信は美花にはない。

　それなら変に期待せず、ただの同僚のままでいたほうが幸せというものだ。

「悪かったわよ……でもそんなこと言ってたらいつまでも誰とも付き合えないでしょ。たまには目を瞑って飛び込むことも必要なんじゃない？」

「それってちょっと大袈裟……」

「いまだにあんな男のこと引きずってるんだから、大袈裟にもなるわよ」

　友人の言葉にぐうの音も出ない。

　けれど、引きずっているのは先輩への未練からではない。散々な恋の結末の繰り返しにこりごりしているからだ。

　当の本人は結婚後間もなく異動したが、こうしてふとしたときに脳裏に現れては、美花を恥と虚しさで身悶えさせる。

　いっそまるごと記憶を失ってしまえればと思うが、残念ながら記憶力はいいほうだ。それに付け加え、情けない恋愛話もそれ一度きりではない。

　そう、美花に限ってはよくあることなのだ。気さくで誰にでも平等に接する美花は男女問わず友達ができやすい。しかしその反面、なかなか恋愛対象には見られない。

　今の仕事は好きだ。やりがいがあるし、努力した分だけ成果が見えるのは気分がいい。最近ではプロジェクトを任される機会も増えてきたし、上司の評価も上々だ。仕事だけで見れば美花の現状はそこそこいいと言えるだろう。

　仕事人間と言えるほどバリキャリではないが、男に頼って生きていくなんてきっと性に合わないし、絶対したいというほど結婚願望は強くない。

　だからなんとなく最近は、今のまま日々を楽しく過ごせればそれでいいのかもしれないと思い始めていた。

（とはいえ、希望は捨てきれないんだけど）

　明日香の言葉はもっともだ。いつまでも落ち込んでいたって、誰かが声をかけてくれる年頃はとうに過ぎた。自分の足で立ち上がり、歩き出さないと現状は変わらないのだ。

　ちらりと離れた席に座る優生になんとはなしに目を向けると、電話を受けていたらしい彼と目が合った。

「……ええ、そうですね。それではそのように進めていただければ。はい」

　仕事の電話をしながらも、彼の顔にへにゃりと笑顔が浮かび、ボールペンを握った指先が手を振るようにひらりと揺れる。

「……っ」

　どきり。

　ぐっと何かがこみあげ、美花は急いで視線を逸らした。

　心臓がバクバクいっている。

（へ、変に理想が高くならないうちに、早くいい相手探そう……）

　帰ったら久々に放置していたアプリを開いてみようと考えながら、午後の仕事に向かった。
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　そんな日常に変化が生じたのはその週の金曜日だった。

　毎年恒例である春の新人歓迎会が行われ、美花はいつものように隅っこで明日香とちびちびやっていた。

　いい頃合いになり二次会へと声が上がる中、どうしようかと明日香と話し合っているとふと腕を引かれる。

「せんぱい、……二次会いかないんですか」

　見れば頬を染め、どこか眠そうに視線を漂わせる優生だ。

　どれだけ飲んだのか知らないが、頭がぐわんぐわん揺れて呂律も怪しくなっている。アルコールで潤んだ瞳はおやつを待っているわんこそっくりだ。

　普段の何倍もキュートさが増した大男の姿に、美花はどきりとする。

「えっ、なに、どうしたの？　すごい酔っちゃってない？」

「あんまり今日話せなかったから……」

「別にいつも話してるじゃない。っていうか大丈夫？　顔真っ赤だけど」

「大丈夫……です」

　全然大丈夫ではなさそうだ。今まで何度も飲みに行くことはあったが、こんなに酔ったところは見たことがない。

（そういえば部長に捕まってたっけ）

　部長は、悪気はないのだが歓送迎会の度に適当な新人を見つけてどんどん飲ませる癖がある。若い子は酒が好きだろうというやっかいな固定観念を持っていて、穏やかに次々勧めてくるので相手も断るに断れず、大抵は周囲が止めに入るまで飲み続けることになるのだ。

　大方、止めに入った優生が新人の代わりに飲む羽目になり抜け出せなくなったのだろう。

「もう今日は帰りな。ほら、タクシー来るから」

「んん……美花さん、も？」

「私も帰るわよ」

「じゃ、相乗りしましょ。方向同じでしたよね」

「別にいいけど……」

　元々帰るつもりでいたのでまったく構わないけれど、ちらと見れば優生を送りたがっている女性数名がこちらを見ている。

（えっとあれは……受付の子だったかな）

　彼女たちの誰かに頼めばいいのに、と一瞬過ぎるが、むしろその中の誰にも送られたくなくて自分に声をかけたのかもしれない。この前もそんな話を聞いたばかりだ。

　となると、自分に声をかけてきたのは逃げるための口実か。まったく構わないけれど。

「じゃ、私はここで。仲良くね」

「はいはい。またね」

　明日香のやけにニヤニヤした笑顔を受け流し、美花はタクシーに乗り込んだ。

　最後にちらりと目にはいった、女の子たちの物言いたげな視線が印象的だった。常にあんなふうに期待が入り交じる視線に晒されているのはどんな気分なのだろうと想像する。もしかすると家に帰るまで一時も気が休まらないのではないか。

　大企業の息子という肩書はきっと一生ついてまわるものだ。その一挙手一投足が注目される。きっと美花には想像もできない気苦労やプレッシャーを受け続けているのだろう。

（モテるのも考えものなのね）

　先日は優生に部内で彼を会長の息子として見ている者などいないと言ってしまったけれど、実際には社内でもまだ優生を狙う女性は少なくない。でもそんな中には、きっと高比良会長の息子だからではなく、彼自身に惹かれている女性もいるだろう。彼は信じないだろうけれど。

　そのことを伝えてやらない自分は、多分意地悪だ。

「先輩、最近どうなんですか？」

　タクシーの車内、ふと思い出したように優生が尋ねる。

　頭がぐらぐらしているので肩を貸すと、すんなりとその身を預けてきた。酒臭に混じって爽やかでどこか甘い匂いがする。香水だろうか。その匂いと、心地よい重みに、ほのかに美花の鼓動が速まった。

「ど、どうって？」

「マッチングアプリ」

「ああ……」

　よく覚えていたなと思いつつ、苦笑いする。できれば忘れていてほしかった。

　この前思い出してアプリを覗いたけれど、いくつかメッセージはきていたもののどれも興味が湧かなくて、結局一通も返事をせずに閉じてしまった。こういうものに不向きなのかもしれない。

　しかしそれを正直に話せば、流行り物についていけない年寄りに思われるのではないかという疑問が美花の脳裏に過ぎる。

　日頃は二歳差なんて大した違いがないと思っているけれど、こういうところで変にジェネレーションギャップを与えるのは避けたい。一応はウェブデザイン部で働いている先輩というほんのささやかなプライドがあるのだ。流行りのアプリを使いこなせないなんてカッコ悪いところは見せたくない。

「まあ、そ、それなりにね」

「へえ……じゃあ、よさそうな人が？」

「う、うん、そんなところ」

　虚しい。非常に虚しい嘘だ。

　けれど出会い系アプリを始めたものの、誰ともやりとりをしていませんと答えるのも、それはそれでどうなのか。アプリですら一人も捕まえられないのかという印象を与えてしまいそうだ。

　紛れもない事実だが、どちらにしろ残念な先輩だ。

（なんてしょうもない葛藤なの……）

　これ以上深く突っ込まれたらボロが出そうだとハラハラしていると、運よく優生の住むマンションが見えてきた。

（でかっ、さすがというかなんというか……私の家の方が遠くてよかった）

　五階建てだがいかにもデザイナーズマンションといった外観。これからスーパースターが登場するのかと思うほど広く眩しいエントランスからはすでにブルジョワの匂いが漂っている。さぞや室内も広々としているのだろう。

「ほら、ついたよ」

「んん……」

　寝落ちする寸前なのか、反応が鈍い。このまま降りても部屋までたどり着けるか疑問だ。

（仕方ない）

　ため息をついて彼に肩を貸し、タクシーを降りた。ここからなら歩いても帰れるし、何ならまだ電車だって走っている時間だ。

「ほら、暗証番号」

「んん……に、はち……さん、ろく……」

　そんな簡単に教えては暗証番号の意味がないだろうと思いつつ、素直に答えられるくらいには意識がはっきりとしていて助かる。エレベーターで五階に上がり、なんとか部屋まで連れて行くと、真っ先に見つけたソファに彼を放った。

「はああ……広。大型犬だって飼えそうじゃない」

　あまりじろじろ見るのも失礼だと思いつつぐるりと眺めると、天井が高く広い室内にはブラウンとアイボリーカラーで統一された家具や調度品が並ぶ。優生を寝かせたＬ字に置かれたソファも大きく、美花の部屋のベッドくらいある。まるでホテルだ。しかしよくよく見ればキッチンには使用感のある高級なコーヒーメーカーが鎮座し、あちこちに雑誌や仕事関係の本が置かれていて、ささやかな優生の生活が垣間見えた。

（にしてもほとんど生活感がないわね。あんまり家にいないのかしら）

　適当なグラスに水を注いでソファ近くのローテーブルに置くと、優生の顔を覗き込む。

　寝顔は一層幼く見えて、思わず撫でくり回したくなるのをぐっとこらえた。

「それじゃ私は帰るから、ちゃんと鍵かけなさいよね」

「ん、……待って」

　立ち去ろうとする美花の手を優生が握った。

「帰っちゃうの」

　見れば、熱を孕み潤んだ瞳が、乱れた髪の隙間からこちらを見つめている。

　どこか甘えるような低声に、美花はどきりとした。

「か、……そりゃ、そうでしょ」

　ここに残る理由がない。部屋まで帰れるか心配だったからここまで連れてきたのだ。決して内装が気になったからとか、送り狼になろうというやましい気持ちは一切無い。それでは、彼を送ろうとしていた他の女たちと同じだ。

　だが、優生は掴んだ手をゆるりと解き、美花の指先に絡め、きゅっと握る。

「ここにいてよ」

「でも、」

「お願い。ちょっとだけでいいから」

　酔っている。それは確かだ。

　口調はいつもの敬語が外れているし、普段のきちんとした姿はなく、一人取り残される子供のような潤んだ瞳で見つめてくるのだから、鼓動がうるさくて仕方ない。

（ぐう……かわいいじゃないの……）

　彼が女の子ならさぞかし魔性の女だっただろう。それは男でも同じか。

　こんな甘えるような仕草、もし自分がやっても滑稽なだけだと思うのに、優生がやるとなんだかもうすごく可憐だ。背景に少女漫画のヒロインが背負うようなお花が見えてしまう。

　美花はそんな縋るような視線を振り払えるほど強い意志など持ち合わせていない。

　なんたって独り身。なんたって彼氏なし。

　どこに後ろめたさや躊躇いを覚える理由があるのか。

「ちょっと……だけだからね」

　これだけ駄々広い部屋で一人暮らしていればたまに人恋しくなって当然だ。酔っていたら尚更。なんて自分に言い訳しながら答える。

　いつも働いているときは真面目できちんとしていて、なんでもそつなくこなしているのに、実は酔うとこんな一面があるなんて意外だ。でも悪くない。

　それに、少しだけ、ほんの少しだけ、居酒屋の前で見た女の子たちではなく自分にそんな甘えた姿を見せてくることに、自尊心がくすぐられた。

　美花は渋々という雰囲気でソファの傍らに腰を下ろすが、すぐに手を引かれて抱き寄せられた。

「ふふ、隙あり」

　悪戯っ子のような笑い声を上げ、後ろから逞しい腕にぎゅうっと閉じ込められる。

　普段は決してこんなスキンシップを取るような子ではないのに、相当酔っているのだろう。

（あっぶな……私が送って正解じゃない）

　もし彼を狙う他の女にこんな姿を見せたらあっという間にひょいパクではないか？　なんていらない心配をしながら、美花は現状から現実逃避をはかっていた。

　実は心臓が口から出そうだ。引き寄せられたときは驚いて思わず「おわっ」と間抜けな声が出てしまった。

　なんでこんなとき咄嗟に可愛らしい声が上げられないんだろうと自分を呪いたくなる。

（ああ、でも、いい感じ）

　大きな手が腰と腕にしっかり巻きつけられる、この感覚は何年ぶりだろうか。

　なんだかんだ失恋を繰り返し、しばらくこういう異性との触れ合いはご無沙汰だった。

　明日香ではないが、股にクモの巣が張っていてもおかしくないくらいにはブランクがある。だから、酔った後輩に勢いで抱擁されて胸を高鳴らせても無理はないのだ。────彼にとっては、ただの酔った戯れであっても。

「もう、からかわないでよ」

　美花は胸中騒ぎっぱなしの音が彼に伝わらないか心配しながら、努めて平静を装った。

　こんなことで取り乱す女だとは思われたくない。

「ふふ、怒りました？」

「怒ってないけど……こういうの勘違いされるから気をつけなよ」

「……勘違いしてほしいんですけど」

　ぼそりと呟いた言葉は、聞き間違いだろうか。

　どういう意味だろうと反応に困っていると、後ろから抱くその腕に力が込められる。

「先輩、まだ、あの先輩社員さんのこと好き？」

　一瞬、何の話だろうと逡巡し、ややあってそれが数日前に話したことだと思い出した。

「そんなわけないじゃん」

　付き合ってもいなかったのだから、そう何年も思いを募らせたりはしない。

「どんだけ前の話だと思って、────」

　思わずクスクス笑って振り返ると、ふに、と唇が触れた。

　爽やかで、どこか甘い香水の匂い。

　はっとして見ると、目尻を赤く染めた人懐っこい目が、真っ直ぐにこちらを見つめていた。

「だめですか？」

　熱を帯びた視線に、顔がのぼせたように一気に熱くなる。

（どういう意味？）

　喉まで出かかった疑問は、しかし声にならなかった。

　────たまには目を瞑って飛び込むことも必要なんじゃない？ 

　脳裏に過ぎるのは、親友の言葉。

　耳の奥でどくんどくんと大きな脈動を感じる。

「だ……」

　自分でも、どう答えるつもりかわからない。

　でも声になるより先に、再び唇が降りてくる。

　ちゅ、と触れるだけの軽い接吻。

　わずかに顎を引くと、吐息が交わる距離で整った顔がへにゃりと笑う。

「やだ。やっぱ聞かないから、言わないで」

　あまりの可憐さに、暫し言葉を失う。

　ややあってようやく頭に彼の言葉が届いて、美花は首を傾げた。

「……それって、ずるくない？」

「知らなかったですか？　俺はずるいんですよ」

　知らなかった。────そんな返事は、彼の唇へと消えていった。

「ん、……」

　角度を変え、徐々に深くなる口づけは、やがて熱い舌がぬるりと侵入してくる。

　仄かなアルコールの香りはきっとお互い様で、器用に動き回る舌先が歯列をなぞり、上顎をくすぐる。舌を絡ませると、ゆるゆると撫で擦り、腰の奥がじんわりと疼いた。

（嘘みたい）

　まだ、これが現実とは思えない。なんでこんなことになっているのか、理解ができない。

　アルコールで鈍っているのはどちらもだ。だからだろうか。こんなにも体が熱くて、心臓が痛いほどうるさくて、頭の中が真っ白なのは。

　いまだ頭の中はパニックで、でも熱を孕んだ視線に見つめられ、熱い指先に触れられると、胸がうずうずしてたまらない。

　この行為に意味があるのか、ないのか。

（どっちでもいい）

　あえて口にすれば、たちまち消えてしまう儚い夢でも見ているようで、だから美花は何も聞かなかった。ただの夢でも構わないからだ。

　優生は「熱いな」と呟いて自分のネクタイを解き、上着を脱ぎ捨てる。つられるように美花も自らの上着を脱ぐと、再び優生が覆い被さってソファに沈んだ。

　唇を交わしながら、大きな手は美花の頬や首や腕を撫でる。突然のことに強張っていた体は、その優しい愛撫や口づけによって徐々に力が抜けていった。間近でしか感じない優生の匂いや体温が、やけに心地いい。

　ブラウスのボタンを開き、ブラのホックを外してしまうと、ふるりと露わになった乳房の円みを楽しむように指を這わせ、手のひらで包み込むように掴んで揉み込む。

「先輩って結構着やせするタイプなんですね。おっぱいおっきい」

「ん……ばか」

「ふふ、ごめんなさい。もちもちすべすべで気持ちいい……ずっと触ってたいかも」

　やわやわと乳房を揉みしだき、指をばらばらに蠢かせて柔肉の感触を味わいうっとりと目を細める。

「んっ」

　つんと赤くなった先端を口に含まれると、じわっと甘い刺激が走ってしまい、吐息がこぼれる。

　久々の触れ合いに、それだけで下腹部に熱い滴りが滲む。誰かに触れられるのは、これほどまでに気持ちいいものだっただろうか。

「は、ああ……」

「ここ、もう硬くなってる。舐められるの好きですか？」

「あ、……わかんな……っ」

「じゃあわかるまでいっぱい舐めてあげる」

　じゅっときつく吸われ、乳輪をぐるぐると舐め回すと、先端に軽く歯を立てて、舌先で転がされる。もう一方の乳房も同時に揉み上げ、指先で乳首を摘まみ指の腹で擦ると、押し込んだり転がしたりと忙しない。美花の反応を楽しむように、器用に這い回る舌は赤く勃起した乳頭を責め上げ、双ふたつの乳首をより合わせ同時に口に含んだりして、執拗に愛撫した。

「あ、んん……っ、ふ、あ、や、だめ……っあ、はあ……あ、ああ……」

　甘やかな刺激は徐々に下腹部に火を灯すような熱っぽい快楽を生んだ。

　じわじわと募る言いようのない甘美な触れ合いに、美花は息を荒げ、胸を大きく上下させる。

「そんなに気持ちいいですか？　ふふ、先輩かーわいい。おっぱいだけでそんなに蕩けた顔しちゃって、こっち触ったらどうなっちゃうのかな」

　ようやく乳首を解放したと思うと、熱い手が下腹部に伸びた。スカートを捲り上げ、足の付け根にたどり着くと、下着越しに秘裂を撫でる。途端、ビリッと淡い電流が走って美花はあっと小さな悲鳴を上げた。同時に、頭上から低い笑い声がする。

「ああ、もう結構濡れてる。触ってほしかった？　ぬるぬる」

　下着をずらして指先が花弁を撫でる。そこはもう軽く触れるだけでニチャ、と音がするほど愛液に塗れていた。

　粘液を絡ませた指先が、狭間をゆるゆると行き来して、包皮に隠れた花芯まで一気に擦り上げる。

「あっ、ん、んん……うううっ」

　つま先まで痺れるような鮮烈な快感が走り、美花は思わず身を震わせ、優生のシャツを握りしめる。薄い生地越しに感じるのは、分厚い胸板の逞しさと熱さだ。

「ん、……気持ちいいね。いっぱい気持ちよくなりましょうね」

　柔らかな声が囁くと、下腹部に触れる指が繊細に動き回る。先端の花芯をくりくりとこね回し、秘裂を撫で擦り、くぷりと中に指を埋める。

「んっ、あ……や、……」

「やじゃないでしょ。腰揺れてる……ほら、こっち向いて。キスしたい」

　形のいい指先が中を掻き混ぜると、くちゅ、くちゃ、と水音が響く。もう一方の手が美花の髪を撫で、顎を引き上げると、熱い口づけを落とした。

　ぬろぬろと舌を淫靡に絡ませて、ぐしょ濡れになった秘裂を、指先が器用に撫で回し、蕩けるような快楽を全身に浴びせる。

「んっ、ふう、ふぁ、……あ、ああっ、ああ」

　自分で慰めることも久しい体には、優生の愛撫はあまりにも激しすぎた。

　触れられるところすべてが気持ちよくて、息もまともにできないほどの強い快楽に眩暈がする。

「ふ、ん、ンンっ、あ、あっ、そこ、や、ああ、だめ、だめだめっ、ああああっ」

　膣肉を解すように撫でながら、親指の腹で花芯を転がされると、たまらなかった。

　全身の毛穴からどっと汗が吹き出し、体を弓なりにしならせて腰を戦慄かせる。

　優生の指を食い締めながら、美花はあっけなく達した。

「あ、ああ……」

「なか、ビクビクしてる。ふふ、あっつくて溶けちゃいそうだな」

　優生はハアハアと息を荒げ絶頂の余韻に浸る美花の唇を啄むと、指を引き抜きスカートに手をかけた。

「服汚しちゃうから脱ぎましょうね。……俺も、結構限界」

　スカートのジッパーを下げて下着も一緒に脱がせてしまうと、優生は自らもベルトを解いて前を寛げた。下着ごと下げると、ぶるりと漲った劣情が現れる。

　直視するのはなんだか恥ずかしくて視線を逸らしていると、視界の隅で優生が手慣れた様子でゴムをつけるのが見えた。

（あ……本当に、優生くんと、しちゃうんだ）

　ふと今更、そんな実感が湧いてきて、心臓が更に速くなる。

　今この胸にある感情はなんだろう。色んな思いが絡み合って、うまく言葉にはできない。

　多分彼は酔っていて、自分も酔っていて、きっとお互い正気じゃなくて。

　でもはっきりしているのは、今自分はそれを望んでいるということ。

　目を閉じて飛び込みたいと思えるほど、目を離せない何かに追い立てられる感覚に、頭の芯が熱くなる。

「キツかったら言ってくださいね」

　熱い猛りが押し当てられる。

　寸前、ほんの僅かに浮かんだ美花の躊躇いに、優生は目を細めて彼女の手を握った。

「怖がらないで。優しくするから」

　今まで見たこともない、慈しむような笑み。

　優しい声音に、温かな視線に、蕩かされるように、美花の心がじわりと熱くなる。僅かに浮かんだ体の力が消えてゆく。

「ゆ、────」

　ぐずず、と大きな質量が侵入してくる。ぬかるんだ秘裂を割り開き、ごりごりと膣肉を抉り、奥処を押し上げるほど長大な欲望。今まで経験したことのない圧倒的な質量に、美花は体を強張らせ、小さな悲鳴を上げた。

「あ……ああ、ああっ……」

　握りしめた美花の手に力がこもると、汗を浮かべた優生の顔に愛おしげな笑みが浮かび、啄むような口づけが降りてくる。

「先輩、……平気？」

「ん、ん、……へいき、動いて……っ」

　それは虚勢ではなかった。未体験の極太の男根は、隙間なくみっちりと美花の膣内を埋まり、息苦しさを感じるけれど、不思議と官能を壊すことはない。温かくビクビクと脈動するそれが優生の欲望なのだと思うと、じわじわと甘く蕩ける快感が浮かび、癖になる深い快感を生み出す。

　美花の言葉に、優生は額や瞼に唇を降らせながら、ゆるゆると腰を動かし、揺すぶった。

　絶頂したばかりの鋭敏な粘膜は、ごりごりと容赦なく擦り上げられると、痺れるような快感を覚え、堪え切れずあられもない声が上がる。

「あっ、んっ、うう、ふ、あ、ああっ」

　ぬかるんだ媚肉をこねる度、奥から奥から熱い甘露が滲み出て、次第に結合部からはおびただしい愛液がこぼれ、ぐちゅぐちゃと抽送する度にみだらな水音を上げる。

「っん、はあ……ああ……すごい、先輩のなか、ぬるぬるで、ビクビクしてて……ん、気持ちいい。すぐ出ちゃいそう……っ」

　優生は顔をしかめ、堪えるようにぐっと腹に力を込めた。その表情は切羽詰まり、夢中で腰を突き入れ、極太の欲望で美花の官能を責め上げる。

（ああ、すごい、気持ちいい……）

　ばちゅばちゅと激しくなる抽送に、美花は息も絶え絶えに身を震わせ、汗を絞り、太い腰に脚を絡めて、逞しく汗が滲んだ背に爪を立てた。

　交歓の快楽とはこういうものだったか。これまで自分がどう感じていたか思い出せないほど、理性も外聞も激流に飲まれる強烈な快感。

　唇を貪られ、舌をきつく吸われると、頭がぼうっとしてしまう。下半身が痺れて蕩けてしまう大きな悦楽に、気づけば自ら腰を押し付け、彼の灼熱の欲望を食い締めていた。

「ん、ふう、ううっ、ああ、あ、ああっ、あっ、あああ」

　いよいよ迫り来る快楽の高波に身を強張らせると、目の前が真っ白になる。

　ふわりと体が浮いたような感覚と、腹一杯に満たされた奇妙な充足感を覚えながら、瞼を震わせ、美花は大きな絶頂に戦慄いた。

「っ、……ん、ぅ……俺も、出る…………っっ」

　美花の絶頂にうねる膣肉に扱かれ、つられるように優生はずるりと引き抜くとゴムを外し、美花の腹に大量の精をぶちまけた。

（あつい……）

　ドプドプと放たれる彼の欲情の熱さに、量に、見入ってしまう。劣情に乱れ息を荒げる優生を見上げながら、美花は不思議な恍惚を味わうのだった。
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　やってしまった。

　酒での失敗などこれまでいくらでも重ねてきたけれど、今回の失敗は結構群を抜いている気がする。いや、いつものことだろうか。それにしても、羽目を外し過ぎてしまった。

（ううん、困ったわ）

　月曜日の朝。美花はいつになく困惑していた。

　週末、可愛がっていた後輩とうっかり関係をもってしまったのだから無理はない。

　あの日は気づけば朝で、隣で健やかに眠る優生を起こさないようにそっと部屋を出た。

　そのときは素面に戻って慌てていたのだ。だが今にして思えば、どちらもフリーなのだし後ろめたいこともないのだから、堂々と優生が目覚めるのを待てばよかった。

　大学生でもあるまいに、酔った勢いの一夜を本気にするほど甘ちゃんではない。でも寝起きの化粧崩れや目覚めたときの優生の反応が恐ろしくて咄嗟に逃げてしまったのだ。

　しかしそうなると、あの夜をどう扱っていいのかわからない。

　大人なのだからうまく割り切るふりくらいできるけれど、万が一という期待も捨てきれない。ちょっとだけ。ほんの少し。一ミクロンくらいは。

（多分そんなことないけど……いや、でもどうかなあ。いや、ないわ）

　冷静に考えて、彼ほどの男が、引く手数多で若い女を選びたい放題の男が、果たして美花とちょっと一夜を過ごしただけで付き合おうなんて思うだろうか。もし自分が逆の立場なら、と考えるが、きっと一線を越えることすらしなかったと思う。酒の力とは恐ろしいものだ。

　出社して優生に会うことがこんなに億劫になる日が来るとは思わなかった。

「おはよう……」

　オフィスに着くと、まだ優生の姿はなかった。ホッとしつつも落ち着かない。

「おはよう。なんか暗くない？　さてはまた動物のドキュメンタリーでも見て泣いた？」

「今回は違うわよ。……ただドラマを一気見して寝不足」

　鋭い友人の目から逃れるようにデスクに腰を下ろすと、ぽんと肩を叩かれる。

「先輩」

「うわっ」

　そちらを見れば優生がいた。驚いて飛び退いた美花に目をぱちくりとしている。

　今日もまた変わりなく、眩しいほど整った顔の男だ。

「あ、驚かしちゃってすみません」

「ううん、大丈夫。どうしたの？」

　明日香の目もある手前、なるべくいつも通りを装いたいが、そのいつもが思い出せない。優生にも狼狽えているとは気づかれたくなくて必死に平静を取り繕うと、彼は「ちょっと今いいですか」と小首を傾げた。

（普通だ……）

　まるであの夜のことは美花の夢だったのではと思わせるほどの変わりなさ。

　素直に優生について行き人気のない備品室に入ると、埃っぽい匂いが鼻を突く。背後でドアが閉まる音がすると、それだけで妙にどきりとした。

　密室空間に二人だけ、なんてまるであの夜を思い出してしまう。触れた肌の感触や手の大きさ、唇の温かさや息づかいが頭を過ぎって、胸がざわついた。

「それで先輩、この前の夜のことなんですけど」

　やはり夢ではなかったらしい。気持ちいいくらい単刀直入だ。

「う、うん。……何？」

　覚悟していたけれど、美花は知らず顔を強張らせた。

（大丈夫、大丈夫）

　家に帰ってから今日まで、頭の中で何度もシミュレーションしてきた。何と言われても平然と受け止められるように。

　だってあんなことをいちいち本気にするような面倒な女だと思われたくない。

　────なかったことにしたい？

　────あの日は酔ってて正気じゃなかった？

　────ついうっかり起こった事故？

　何と言われても平気だ。これでも酸いも甘いも嚙み分けてきた。恋愛面では経験豊富とは言い難いが、たまにこんなハプニングがあったって華麗に受け流せる。

　意を決し、今日初めて優生を真正面から見据えると、不思議なことに彼の方が僅かに狼狽えているように見えた。

（あれ……？）

　いつもこちらが逸らしたくなるほどに真っ直ぐ見つめてくる瞳が、今はどこか自信なさそうに揺れている。

「あの……」

「うん」

「この前、の夜なんですけど」

「うん」

「……、俺なにかしちゃいましたか？」

　しん、と妙な沈黙が場を満たす。

　優生の言葉を三回ゆっくり頭の中で反芻して、美花の口から出てきたのは「は？」という間抜けな音だけだった。

　優生は慌てたように言葉を続ける。

「あの、居酒屋で飲んでたところまでは覚えてるんですけど、どうやって帰ったか記憶になくて。他の人から先輩と相乗りして帰ったって聞いたんで、もしかして何か失礼なことしちゃってたらと思って」

「あー……はいはいはい、なるほど」

　なるほどねえと繰り返しながら、美花は続ける言葉がなかなか見つけられずにいた。

（そのパターンは考えてなかったわ）

　穿った見方をすれば、これもひとつの「なかったことにしたい」という隠語なのかもしれないけれど、見る限り優生にそんな素振りは見られない。心の底から美花に嫌われるようなことをしていないか心配しているように見える。

　これでは真実を言ったところで妙な気まずさだけが残るだろう。

　それなら、忘れたままにした方が今までと同じ関係を続けられるのではないか。

（そうよ。変に気まずくなるよりはずっといいじゃない）

　想像よりもずっといい展開だ。そのはず。

　不安そうに視線を揺らす優生に、美花は小さくため息をついて首を振った。

「別に？　そんな心配しなくても、普通に部屋まで送っただけよ」

「部屋まで？」

「一応言っとくと、酔ってても暗証番号をあっさり教えるのはやめなさいよね。私じゃなかったら金目の物全部持ってかれてるわよ」

「ええ……まじですか」

「まじです」

　ようやく二人の間に馴染んだ空気が戻ったことを感じ、美花は内心でほっとする。けれどどこかで落胆する気持ちもあって、思わず苦笑いした。

（欲張りね。ちょっといい夢見れたって思っとけばいいのに）

　ほんのちょっと、本当に僅かばかり期待したのだ。そんな都合のいい展開が自分の身に起こらないことは、これまでの人生で痛いほど学んでいるというのに。

　始業時間が近づいていることに気づき、二人は備品室を後にした。
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「それじゃ、二人の前途を祝して、カンパーイ！」

　あの夜の出来事はなかったものとして、今までと何ら変わりない日々を過ごし数日後。近く結婚式を控えている後輩社員の祝いをかねて、部内の人間だけで飲みに行くことになった。

　美花たちとは関わりの薄い事務員だったが、閑散期なので皆飲む理由がほしかったのだろう。馴染みのメンバーが集まり、結婚祝いという名目もあって話題は自然と既婚者の結婚生活であったり、恋人がいる独身者へのせっつきだったりとどこか浮かれた空気が漂う。が、その空気に一切染まらないのが、恋人の影すらない独身者である。

「最後に酒で記憶飛ばしたのっていつ？」

　例の如く隅の方で息を潜めた独身者二人は、結婚話の眩しさから顔を背けつつ雑談に興じる。

　明日香がううんと首を傾げる。

「四、五年前かな。何？　あんたまさか」

「私じゃないわよ。知り合いがね」

「なんだ、びっくりした。あれって癖になるのよね。今はもうそんな無茶な飲み方しないけど、若いときはしょっちゅうだったわ」

「わかる。私は覚えてる限りあの結婚式の日かな」

「ああ、直前で来るなって言われたやつ。忘れなって」

「別にもうなんとも思ってないから。目覚めたら公園とか本当最悪だなってそういう話」

　明日香はふうん、といいつつ物言いたげな視線を寄越しつつ、「ちょっとトイレ」と席を立った。

　美花は彼女にすら優生とのあの夜の話をしていない。さすがに互いの距離が近すぎるし、知りすぎている。それに例え親しい友人でも、寝たことを話すのはちょっとばかり抵抗があった。

　それに言えば愚か者を見る目で見られること必至だ。優生は、おそらく社内にいる男性社員の中で狙うのが一番ハードな存在だ。もし話しているのを他の誰かに聞かれ、酔ったら誰でもいけるなんて周囲に知られれば大変なことになるのは間違いない。

　だから美花は誰にもあの夜のことを言うつもりはなかった。

（記憶をなくすのは癖になる、ねえ……）

　それなら、また優生にしこたま飲ませてやろうか。間違いを犯して、次は朝目覚めるまで隣にいてやろうか。そうしたら、一体どんな反応を見せるだろうか。

　意地悪にもそんな考えが頭を過ぎる。

（……いや、意味ないか）

　それで今度は真正面から謝られたりすれば、目も当てられない。惨めな思いは十分なのだ。

　自分の馬鹿な考えに苦笑いして枝豆を口に放り込んでいると、「おい、そういや田梯はどうなんだよ」と唐突に声が上がった。

「へ？」

　見れば席の反対側から先輩社員が赤ら顔でこちらを見ている。

（げっ）

　彼は美花とさほど変わらない年齢だが大学卒業後すぐに結婚した二児の父である。「子育てや家事は女がするべき」と普段から時代錯誤なことをのたまい、酔えば独身女をからかうやっかいな男だ。どうやら存在に気づかれてしまったらしい。

「最近どうなんだよ。浮いた話のひとつも聞かねえけど、おまえそろそろ賞味期限切れるだろ。今いくつだ」

　うるせえ、と心の中で悪態はつけても、一応は職場の上司や同僚の目がある。相手は先輩社員であるし、こういうときに美花が取れる対応は数少ない。

「やだなあ、まだ二十九歳なんですよ」

「それじゃもうすぐ三十か。そんなんじゃ市場価値ないぞ。婚活しても見向きもされないだろ」

「そういうの興味ないんで。それに今時結婚しないとみたいな考えもどうなんですか」

「ははーん、おまえ結婚する気ないとか言って、もらい手ないの誤魔化してるだけだろ。そういう可愛げないのが原因じゃねえか？　もっと普段から化粧とか服とか気を遣えよ、神かん田だちゃんとか見習ってさあ。なあ、相談乗ってやれよ」

　彼の軽口は本日の主役である後輩社員に飛び火する。神田は心底困り果てた顔で乾いた笑いを浮かべていた。地獄である。

「ああ、そうですねえーじゃあ今度相談しちゃおうかなあ」

　なんとか話題を切り上げたくて引き攣った笑いでそう返すと、ゴン、とグラスを置く重い音が響いた。自然とそちらに注目が集まる。

（優生くん……？）

　見れば優生が飲んでいたジョッキをテーブルに置いたところだった。その表情には珍しく感情が見えない。ビー玉のような瞳が、真っ直ぐに先輩社員に向けられる。

「男の賞味期限はいつなんでしょうね」

「へ？」

　平素穏やかな彼が一切の表情をなくした様子に、先輩社員もたじろいだ。

「いや、女に賞味期限があるなら、男もあるのかなって。俺も結婚してないからちょっと気になって」

　ううん、と考えるように小首を傾げる優生に、狼狽えていた先輩社員はすぐ周囲の目に気づいたらしく勢いを取り戻した。高比良の息子とはいえ、後輩に言い負かされるのは我慢ならないのだろう。

「お、男には賞味期限なんかねえよ。当たり前だろ」

「そうなんですか？　ふうん……俺の母親って三十過ぎで結婚して三十後半で俺を生んだんですけど、それって賞味期限切れた女から産まれた男だから、俺は最初から賞味期限が切れっぱなしの男ってことになるのかな」

「そりゃ……」

　よくわからない理論が出てきて、先輩社員はもちろん聞いていた周囲も首を傾げている。

　先輩社員としては後輩の屁理屈など否定したいだろうが、優生は何せ「高比良会長の息子」だ。彼の母親というワードは、つまり結構な権力者の妻を意味する。さすがに下手なことは言えない。

　言い淀む社員に、優生はけろりと笑って厚焼き卵を口に放り込んだ。

「ふふ、それにしても先輩って結構几帳面なんですね。俺はずぼらだから一週間前に賞味期限が切れたハムも食べちゃうなあ」

「それは普通に腹壊すだろ」

「食べてみないとわからないものって多いでしょ。ラベル見ても買ってみたら腐ってる果物だってあるし、あてにならないですよ」

「わかる！　みかんとか大体一シーズン一個は腐ってるの紛れてるの買っちゃうんだよね」

　他の同僚が同意し始めて、気づけば話題はスーパーでの買い物あるあるに変わっていた。あんなに威勢良く喋っていた先輩社員は矛を収めた様子で、買い物など女にさせろという持論の持ち主なので今は所在なさげだ。その姿に、ほんのちょっとだけ溜飲が下がる自分は性格が悪いだろうか。

「私もよく卵だめにするのよね」

「明日香……随分と長かったじゃない」

「絡まれてるの聞こえてきたから隠れてた」

　文句を言いたいが、逆の立場なら美花も絶対に隠れていただろうから責められない。

「それで、彼にとってのハムがあんたなの？」

　それは、美花にもよくわからない。

「どうかな。違うんじゃない」

「あら、あんなにアプローチされても自信ないの」

「アプローチって……たまたまでしょ」

　さっきのは、自分の母親のことが過ぎって黙っていられなかったのではないか。

　ほんの僅か見せた無表情の顔が、やけに頭から離れない。あのとき、彼は何を思っていたのだろう。

　聞いてみたい気がする。けれどきっとはぐらかされる。そんな気がした。

　その後は何事もなく和やかに宴会は幕を閉じた。

　居酒屋の前で家庭持ちの何人かを見送って、さあ二次会にもつれ込もうかという中、ほろ酔い気味の美花は自然と隣にいた明日香を見やる。

「次カラオケだって。どうする？」

「今、妹が泊まりに来てるのよ。あの子目を離すとろくなことしないから、今日は帰るわ」

「ふうん……それなら私も帰ろうかな」

　明日香がいないのでは楽しみも半減だ。特に歌うのが好きというわけでもないし、と考えていると、近くで会話が聞こえたのか、ふと後ろから優生が顔を覗かせる。

「ええ、先輩、行きましょうよ」

　今日も今日とて、また見ない間に結構飲んだのだろうか。どことなく目がとろんとしている。

（これは……また記憶を飛ばす飲み方して）

　呆れる反面、前回のことがあるのでちょっと目が離せない。

「優生くんも結構酔ってるでしょ。帰った方がいいんじゃないの」

「平気です。だから、ね？　行きましょうよ」

「いいじゃない。美花も行ってきなよ」

「ええ……」

　多分、優生はきっと説得したところで帰らないだろう。そして自分がここで優生を置いて帰れば、他の女性に手を出すかもしれない。

（それは、ちょっと面白くないな）

　たとえ忘れてしまうような意味のないものだとしても、もしかしたら他の同僚と、なんて想像するとなんとなく、ちょっとだけ、いや結構、面白くない。

　それに、あんなことをオフィス中の女にやっていたらそのうちトラブルになること必至だ。皆が皆、物分かりのいい女ばかりではない。もしかしたら手遅れで、実は他の女性に手を出した後かもしれないが、幸いにもこれまでそんな噂を耳にしたことはない。

（というのは、まあ言い訳だけど）

　忘れてしまったと聞いたとき、それならまた酔えば、と思ったことは事実だ。さっきもいっそのことそうしてやろうかと冗談半分に思ったくらい。

　美花はささやかな、純然たる下心を自覚しながら、一応は可愛い後輩の酒の失敗を防ぐためという名目で、二次会参加を決めた。

　

　

（──うう……煙草臭い）

　二時間後。美花はほのかな後悔を覚えていた。

　週末の混み合うカラオケ店で、人数ギリギリで詰め込まれた個室もそれはそれでザ・二次会という雑な雰囲気がしていいのだけれど、喫煙者が多いせいでしばらくすると換気システムが間に合わず、室内は紫煙に霞んでくる。空気が濁っていて呼吸しているだけで気分が悪くなりそうだ。

　優生は美花が心配するほど酔ってはいないらしく、親しい同僚と楽しそうに話している。

（別に心配することなかったみたいね）

　残念なようなほっとするような。けれど屈託なく笑う優生を見ると、つられるようにこちらも嬉しくなる。煙る薄暗い室内でも、太陽のように眩しい存在だ。

（ううん、こっちは限界……）

　いよいよ頭がくらくらしてきて、美花はそっと部屋を抜け出した。

　人気がない非常階段は夜風が気持ちいい。春夜の澄んだ空気で徐々に頭がクリアになる。

　腰を下ろして深呼吸をしながら、どこかの部屋の音か、聞き慣れた音楽が漏れ聞こえてくるのをぼんやり聴いていた。

「せーんぱい？」

「うわっ……優生くん」

　振り返れば、非常階段の入り口のところから顔を覗かせている。

「どうしました？　気分悪いですか？」

「ううん。ちょっと気分転換。空気こもっちゃってたからさ」

「ああ、喫煙者多いですからね」

　頷きながら、自然と隣に腰を下ろす。

　そういえば優生も美花と同じく非喫煙者だったはずだ。彼も外の空気を吸いたかったのかもしれない。

　ふと静けさが辺りを包んだ。何も話さないでいても妙に落ち着くのは、彼の持つ穏やかな空気のせいだろうか。沈黙が漂っても変に気負うところがなく、まったく息苦しさを感じない。

「あの……さっき、ありがとう」

　だからだろう。普段なら変に意地を張って言えないような言葉も、さらりと出てくる。

　美花の突然の感謝に、優生は何のことだろうと首を傾げた。

「うん？」

「その、賞味期限の話」

　さっきは明日香にたまたまだと言ったけれど、そうじゃないとそのときから気づいていた。

　なぜなら、優生は基本的に家族の話をあまりしないからだ。

　それは多分、本人が以前話していたように、彼自身が「高比良会長の息子」であることを周囲に意識して欲しくないから。親の話をすれば否が応でも望まないプレッシャーを周囲に与えてしまう。でもそれをあえてしたのは、多分、ほんの少しでも自惚れていいのなら、彼なりに助け船を出してくれたからではないか。

「ああ」

　優生は思い出したように小さく笑む。それで美花は確信した。

「ごめんね。でも、別にあれくらい平気だから」

　あんな物言いをされるのは今に始まったことではない。オフィス内で美花や明日香はそこそこお局の位置に入り始めているし、美花の波風立てないどんなときも笑って受け流す気性は相手によっては舐められる。何を言ってもいいと受け取られるのか、先ほどのように軽んじられることはこれまでにもままあったのだ。

　それを不満に思うことはあるけれど、こればかりはきっとどうしようもない。そういう役回りなのだろうと諦めていた。

　庇われておきながら平気だなんて可愛くないことを言っている自覚はあるけれど、自分を庇うために優生があまりしたくないことをする方が嫌だった。それなら言われっぱなしでいた方がマシだ。あんなことでは何とも思わないと思っていてほしい。

　けれど優生は、そんな美花の胸中を見透かしたようにふっと笑う。

「先輩ならそう言うかなって思ったんですけど、でも違うかなって」

「違うって？」

「平気じゃないから。っていうか……違うな。ただ俺が嫌だったんです」

　隣を見ると、やけに真剣みを帯びた視線と交わる。

「あなたはだって、そんな風に言われていいような人じゃないから。俺から見て先輩は十分すぎるくらい魅力的なんですよ。だから、あんな言葉で傷ついて欲しくない」

「優生くん……」

　熱っぽくもほのかに切なさを含んだ瞳に、真摯な言葉に、声に、美花は見入った。

　今まで、真正面から大まじめにそんなことを語る男はいなかった。この率直さが若さだというなら、なんと眩しいのだろう。

　美花は少しの間言葉を忘れ、自分の胸に去来する感情の正体も掴めずにいた。

　どう返事をすべきか、まったくわからない。ただ胸の奥がきゅうっと摘ままれたような心地で、息苦しい。心臓の音がうるさくて、頬が熱い。

「な……に、いってんの……」

　ぎりぎり出てきた言葉は、自分でも信じられないくらいか細かった。

　柄にもない空気に、たまらず顔を背ける。

「だ、誰にでもそういうこと言ってるんでしょ。まったく、口が上手いんだから」

　口早に告げると、美花の手に温かな手が重なった。

「先輩だけって言ったら、信じます？」

　横目でちらりと見ても、へにゃりと笑う優生からは、何も読み取れない。

　────ああ、きっと自分は今酔っている。そして、間違いなく彼も。

　これは期待だろうか。それとも願いか。

　自然と吐息が交わる。あとちょっとで触れそうで、けれど触れないもどかしい距離。

　優生の視線が、美花の言葉を待っていた。

「……どうせ朝には忘れちゃうくせに」

「ふふ、じゃあ、忘れないようなことしますか？」

　息を吐くように誘惑する男に、美花が勝てるわけがなかった。

　

　

「────ん、ふぁ……っ」

　狭いトイレの個室。慌ただしく後ろ手でドアに鍵をかけると、優生は美花の腰を力強く引き寄せ、唇を貪る。きつく舌を吸い、口内を舐り、唾液を絡めとって息吸う間もなく唇を啄む。

　日頃の穏やかな気性とはまったく違う、肉食獣のようなそれに、美花は翻弄された。

（やっぱ……気持ちいい……）

　以前はそれどころじゃなかったけれど、今はよくわかる。優生のキスは心地よい。

　酒気混じりの唇であったり、よく動く舌であったり、指先を弄ぶように弄る癖であったり、不思議と心落ち着く体臭と香水の混じり合う匂いであったり。そういうものが、美花の理性を蕩かしていく。食われそうな強引な接吻にもまた、妙に被虐心をくすぐられて、胸を高鳴らせてしまうのだ。

（こんなところで、こんなこと……）

　いつ人が来てもおかしくない店のトイレで致してしまうなんて信じられない。数メートル先の部屋には、同僚たちがいるというのに、自分たちは今、絶対にどうかしている。

　そう頭の中で思いながらも、妙にそのスリルが興奮となって美花の肉体を熱くした。

　優生もそうなのか、身を寄せ合った美花の腰の辺りには、すでに大きく硬い欲望の熱さを感じる。その事実に、奇妙な喜びを覚える自分はおかしいだろうか。

　逞しい腕は美花の華奢な体を力強く抱きしめ、もう一方の大きな手が背中を撫で、尻朶を鷲掴み、スカートをたくし上げてその奥へと指先を侵入させる。

「んっ」

　下着をずらし、その奥の狭間に指先が触れると、思わず腰がひくりと揺れる。そこがもう花びらをふっくらと開かせ、甘露を滲ませていることに気づいていたからだ。

　優生もそれを指先に感じたのか、ふっと笑う気配がした。

「あれ……もしかして、期待してました？」

「ん、んう……、ふっ」

　くすくすと笑いながら囁きかけつつも、優生の指先は滲む愛液を塗り広げるように狭間を撫でる。

　じりじりと淡い快感に、あられもない声が出そうで、美花は必死で口を押さえた。

「ぐっちゃぐちゃだ。ここもしっかり硬くなって……いつもこんなに濡らしてるんですか？　えっちな人だな」

「んん、ん……うう……っ」

　花芯をぐりぐりと押され、小刻みに扱かれると、つま先まで刺激が走り抜けてしまう。

　濡らした指が二本、ぬぷっと蜜口に埋められ、ばらばらに掻き回されると、くちゃくちゃとみだらな水音が響く。

　募る快感に立っていられなくて、美花がたまらず優生の体にしがみつくと、彼は小さく笑って美花の耳朶を甘噛みする。

「ひうっ……ん、うう……っ、ふ、や、……だめ……っ」

「ええ、駄目ですよね。他の人に聞こえちゃったら大変だ。だからちゃんと、いい子にしてくださいね」

　優生は子供に諭すように優しく囁くと、美花の臍の裏あたりを執拗に押し込み、擦り上げた。じわっと愛液が太ももまで滴り、ぎゅっぎゅっ、と優生の指を締め付ける。

「ふ、ん……っ、も、ほんと、に、っだめ……っあっ、ふ……ううっ」

　次第に迫る衝動の大きさに、咄嗟に逃れようと身を捩るが、優生の腕に力がこもり、一層手の動きが激しくなった。目の前が真っ白になっていく。快楽が理性を追いやり、何も考えられない。逃れられない快感の波に、美花は思わず優生の首に噛みついた。

「っううう────っ」

　くぐもった声を上げ、全身が強張る。大きな脈動に腰をぶるりと震わせ、美花は軽い絶頂に達した。

「は、はあ……ああ……」

　余韻に震え、体を弛緩させると、優生はようやく美花を解放する。

「先輩かわいいな。そんなに蕩けた顔しちゃって」

　彼女のぽっかりと開いた口に優しく接吻すると、くるりと背を向けさせ、壁に手をつかせた。

「もっと気持ちよくなりましょうね」

　下着を下ろされると、間もなく達したばかりの入り口にくちゅっと熱い漲りがあてがわれた。それだけで、美花の奥処は期待するように痺れ、熱い甘露が溢れ出るのを感じる。

「うん？　ふふ……先輩、物欲しそうにちゅっちゅしてる。そんなに俺のちんこ気に入った？」

　普段の礼儀正しい彼からは想像できないほどあけすけな物言いに、美花は顔がぐぐっと熱くなる。

「や、……そんなこと……っ」

「ない？　嘘だ。今だってまんこぐっちゃぐちゃにして、俺の呑み込もうとしてますよ。ほら」

　ぐりぐりと入り口に押し付けられ、あと少しで入りそうな際どい位置で腰を引いてしまう。

「あ……」

　思わず落胆を滲ませた声を上げると、優生がにやりと意地悪な笑みを浮かべた。

「でも俺の勘違いなら、挿れないほうがいいかなあ。先輩の嫌なことしたくないし」

　ね？　とわざとらしく明るい声で小首を傾げる。

　もどかしい。指では絶対に満たされない、届かない大きなものが、蜜口を目一杯に拡げる快感を味わいたいとうずうずする。浅ましい体は期待に火照り、じっとりと汗を浮かばせた。

「……意地悪」

　振り返って睨むと、優生は悪びれた様子なくへにゃっと笑った。

「ふふ、ごめんなさい。先輩が可愛い反応するから、甘えたくなっちゃうんです」

「満足した？」

「ううん、もう少しかな」

「何そ────っ」

　そのとき、急に後ろから抱き寄せられ口を塞がれた。

　何事かと思うと、話し声が聞こえる。足音は近づき、トイレのドアが開いた。

「────ってさ。参ったよ」

「へえ、先方にはなんて？」

「担当者から連絡させますって誤魔化した」

（この声……）

　聞き覚えがある。先ほど突っかかってきた先輩社員と、彼とよく連つるんでいる同期の三人組ではないか。

　こんなところを見られてはたまらない。美花は息を潜める。

「でも、さっきはまじでヒヤッとしたよ。高比良に喧嘩売るなって」

　ふいに話題が優生のことになり、ちらりと視線を向けると、優生も興味を引かれたようにドアのほうに目線をやっていた。

「いやあれは想定外」

「ははっ、田梯ちゃんをからかいたいだけなんだよな」

「まじで。そういうこと？　小学生かよ」

（……何？）

　思いがけない会話を聞いてしまった気がする。

　あのウザい絡み方が彼なりのアプローチだったならわかりにくいし逆効果だ。意味がわからないし、今のところ殺意しか抱いていない。

（ん？）

　ぽかんとする美花は、しかし背後の動きに違和感を覚えた。

　バレてはまずい状況であるのは依然変わらないはずなのに、スカートの合間を割って狭間に押し付けられている、この熱いものはなんだろう。

（い、いや、まさか）

　振り返り、慌てて首を横に振るが、優生はどこか楽しそうにこちらを見下ろしていた。

（ば、ばか、バレたらそっちだって困るくせに……────）

　美花の口を塞いでいた手をそのまま顎に滑らせ、上を向かせると噛みつくように口を塞ぐ。戸惑う美花はそこに、男の情欲にまみれた瞳の中に、ほのかに漂う切なさを感じた。

（優生くん……？）

　だがふと覚えた違和感など、貪る口づけによって掻き消えてしまう。舌を絡ませ、扱き、ぬろぬろと撫でられると、全身の力が抜けていった。

　力なく絡まる指先が、優生のシャツを引っ掻き、その手を彼のあたたかく大きな手が握り込む。

「ばーか、ムカつくやつとほどセックスがいいって言うだろ。ああいう女はそういうので燃えんだよ」

「────っ」

　ずぐ、と先端が押し入る。立ったままの狭い蜜口を割り開き、亀頭がぐっぷりとねじ込まれてしまうと、それだけで腰が震える。熱く大きな質量に、目の前がチカチカした。

　待ち侘びた欲望に、膣肉が歓喜するように蠕動すると、優生が息を詰めた。腰に回された腕に力がこもる。

「っ……、」

　それでも、ぐぐ、ずず、とゆっくり侵入を続ける。襞の隅々までごりごり抉られ、子宮口を押し上げるほど奥まで埋めると、奥処が勝手に収斂し、先端をきゅうきゅうと締め付けた。

（ああ、……どくどくいってる）

　根元まで埋没させた欲望が、大きく脈動するのが伝わってくる。

　こんな状況にも拘わらず、優生はむしろ興奮を募らせた様子で、熱く漲った男根は時折大きくぶるりと中で震えた。

　見下ろす彼の目は、獲物を捕らえたように瞳孔が開き、火傷でもしそうな熱い視線を真っ直ぐ美花に注いでいる。

　しかしそれは美花も同じだ。

　バレたら最悪だとわかっていながらも、腹の奥から熱い甘露が溢れ出るのを感じる。血が沸騰するように体中が熱くて堪らない。

　腰を掴んでいた優生の手が、そろりと美花の乳房を服の上から掴む。

　下着の上からでも硬くしこった乳首を摘まみ、ぐにぐにと揉まれると、甘い刺激につい腰が揺れて、自ら男根に体を押し付けてしまう。すると、ぐち、ぬち、と欲望が揺れて中を擦り、さらに熱い快感を生んだ。

「……っ、……」

　今にも声が出そうだ。ぐしょ濡れの結合部が、僅かに身じろいだだけで淫らな音を立てないか、荒げた呼吸が聞こえやしないか、ソワソワして、ゾクゾクして、熟した膣襞が熱い欲望に絡みつく。

「はー、嫁以外の女と一発やりてえ」

「もう風俗行けよ」

「はは、違いないわ」

　騒がしい会話が次第に遠のいてゆく。

　ギイ、とドアが閉まる音がすると、辺りには静けさが戻った。

「……っ、は、あ……も、ばか」

　ようやく唇を解放され、美花は息を荒げて優生の腕を叩く。

「すみません。なんか、我慢できなくて。……でも先輩のなか、すごいぎゅうぎゅうに締め付けて、ちょっと、やばいかも……」

　優生は微笑みを浮かべながらも、堪えきれない劣情を見てわかるほど色濃くしている。

　息を殺していたせいか、いつもより乱れた呼吸で接吻を繰り返していると、腹の中が熱くてたまらない。入り口がどくどくいっている。

　優生もそうなのか、収まった熱がその脈動を大きくし、美花の隙間無く埋めた蜜壺の中で時折ぶるりと震えた。

「っ……、すみません、先輩、ちょっとだけ……」

「へ？　あっ」

　切羽詰まった声が聞こえたと思った刹那、腰を掴まれ下からがつんと突き上げられた。

　そのまま立て続けに体が浮きそうなほど激しく揺さぶられ、美花は息を詰め、目の前に火花が散る。

「はっ、あ、ううっ、……っふ、あ、あっ……ふう、ん、んん、んんっ」

　ばちゅばちゅと後ろから容赦なく突き入れられ、極太の男根が狭い膣肉を擦り上げる。子宮口を押し上げてこね回し、蜜口から愛液が吹きこぼれる。頭の芯がびりびりする、嵐のような快感に全身が小刻みに震えた。

　美花は前後不覚になりながら壁に手をつき、崩れそうな苛烈な快感に、せめて声を上げないようにと必死で口を押さえる。

「んっ、ううっ、うう、……ふ、うう────！！」

「ああ、締まる……、は、いきそ……、いく、いく……っ」

　優生は切羽詰まった声を上げ、低く唸ると一際奥にずんと突き入れる。子宮口をぐりぐりと擦ると、ぶるっと胴震いして吐精した。

　どくどくと脈打ち、精を放つ男根の漲りを全身で味わいながら、美花も時同じくして絶頂を味わい打ち震えていた。

「ああ、はあ……あああ……」

　大きな快感の波はなかなか止まず、つま先立ちでぶるぶると瞼を震わせながら、腰に巻き付いた優生の腕に爪を立てている。

　優生の柔らかな唇が触れてはじめて、自分が息を止めていたことに気がついた。

「ん、は、はあ……」

　唇を啄み、舌を柔らかく撫で、慈しむような口づけにほうっと息をこぼす。

　ゆるりと唇が離れると、視線が交わった。悦楽に塗れ、どこか陶然とした男の顔。

「……ばか」

「ごめんなさい」

　優生はそれ以上言い訳しなかった。ただ埋め合わせのように優しく心地よい接吻を繰り返す。

　文句を言いながらも、美花も己の足に夥おびただしい量の愛液が吹きこぼれ、奥処が今も絶頂の余韻に淡い痙攣を繰り返していることに気づいていた。

　これまでは外で致してしまう話を耳にしても、自分ならそんな不衛生なところでそんな気分になれるだろうかと疑問だったけれど、なるほど、これほどまでに情欲に切羽詰まった優生を見るのも悪くない。

　それに美花自身、壁一枚隔てた向こうに同僚がいるという状況に、妙に興奮してしまった。

　意外と自分は順応力が高かったのか、もしくは、知らなかったけれどこういうシチュエーションに興奮するタイプだったのだろうか。

（いや、だからって毎回許すわけじゃないけど）

　なんて心の中で誰にともなく言い訳する。

「荷物、取ってきますから、ここにいて。家まで送ります」

「別に……」

　一人で帰れる。言いかけた言葉はしかし、反論は聞かないとばかりに唇で押さえ込まれた。

「そんな顔、誰にも見せたくないから」

　いつも通りの優しい笑みに一瞬だけ浮かんだ、拗ねたような、切なそうな、複雑な感情。それが何を意味するか、疲弊した美花には読み取れない。

　沈黙を了解と得たのか、優生はずるりと男根を引き抜くと、ゴムを始末し、手早く美花と自分の身繕いをして、「待っててください」と足早に出て行った。

（甲斐甲斐しい……）

　最後に軽くぽんぽんと撫でられた頭に、そっと触れる。

　子供扱いか、とちょっと気恥ずかしさが込み上げ、同時にふと既視感を覚える。彼に頭を撫でられたことなど、今までなかったはずだけれど。

「……？」

　あまりハッキリとは思い出せない。思い出そうとすればすぐに掻き消えてしまうような、霧のような曖昧な感覚。

　多分、優生にとっては特に意味もないようなものだったのだろうけれど、まるで壊れ物にでも触れるような慎重で繊細な手つきだった。思い出して、じわじわっと頬が熱くなる。

（どうせ忘れちゃうのに）

　こんなことに、胸を高鳴らせてはいけない。

　こんなの、きっと彼にとってはなんの意味も無いことだ。翌朝には忘れてしまう幻のような時間なのだから。

　そう思いながらも、頭の中では無意識に先ほどの、余裕なく揺さぶられたときの記憶を辿ってしまう。

　彼の熱さや力強さや匂い。息苦しいのに、どこか心地よさを覚えたあの感覚に、美花はまた鼓動を速くしてしまうのだった。






３








　後輩社員、神田の結婚式の二次会は、翌週土曜の夕方にホテル内の宴会場で開催された。

　煌びやかなライトに負けないくらい華やかな装いの列席者たち。大半が日中に行われた披露宴からの参加者で、夕方にも拘わらずすっかり出来上がっている者も少なくない。

　二次会らしい出し物に沸き立つ他の参加者を横目に、美花は酒を片手にシェフが直に取り分けてくれるローストビーフを携え、明日香の隣に腰を下ろした。

「ここすごいわ。飲み放題のリスト見た？　かなり当たりよ。製薬会社は儲かるって本当なのね」

　結婚式でもしかしたら新しい出会いが、なんて時期をとうに越えた二人にとって、二次会は花より団子だ。着いて早々から参加費の元を取ろうと普段はあまり飲まない高い酒や食事をガンガン取りに行っていた。

　メニューをざっと見てきて興奮した様子の美花に、明日香は当然とばかりにグラスを掲げて煽る。

「確かにねえ。これは他の子たちが騒ぐわ。二次会でこれなら披露宴はさぞかし豪華だったんでしょうね。……でも、高比良くん相手にはさすがの製薬会社の社員たちもちょっと分が悪いみたいだけど」

　明日香の視線の先には、女の子に群がられている優生の姿があった。

　いつもは軽く流している髪を今は片側だけワックスで固め、シャドーストライプのネイビーのスーツに金刺繍が施されたネクタイできちんとしている。

　彼の類まれな整った顔を見慣れた美花の目から見てもその礼服姿は様になっていて、改めてそういえば彼は家名などなくとも完璧な男なのだと思い出す。間違いなく、この会場で誰よりもカッコいい。

　周囲を囲む女の子たちも、なかなかに気合いの入った髪型や服装で、アクセサリーが動く度にライトに反射してキラキラしている。

　それを眺める美花は、深夜酔っ払いながら適当に選んだレンタルドレスだ。ワインカラーの胸下切り替えで膝下丈のワンピースにベージュのボレロ。髪も適当に巻いて片側にまとめただけの、可もなく不可もないような仕上がり。

　美花は「ああ」と何の気なしに眺め、すぐに持ってきたばかりのローストビーフに集中した。

「あんまり気にならない？」

「別に、私が気にすることじゃないでしょ」

　それは紛れもない本音だ。

　今現在、優生と美花がどういう関係なのかは謎だ。記憶を飛ばす癖がある優生にしてみれば、美花とはただの先輩後輩である。ああいう場面に飛び込んでいき、かっさらえるほどの立場でないことは確かだし、それをもどかしく思えるほど身の程知らずではない。

　だからといって、何とも思わないわけではないけれど。

（やっぱり忘れちゃうんだから）

　結局あのカラオケでの一件も、彼の記憶には留めておけなかったようだ。翌週会ってもけろりとしていた。予想はしていたけれど、やっぱりちょっと落胆はする。

　ちらりと視線を向ければ、頬を赤らめとろんとした表情の女の子に、優生が穏やかな笑みを浮かべて何事かを話していた。

　細く小さな手が優生の膝に置かれるのを見て、美花はそっと視線を逸らした。

（先輩だけって言ってたくせに……）

　少し前、二次会参加を憂鬱そうにしていたのは口先だけのことだったのだろうか。非常階段できゅんとしてしまった、あのときめきを返してほしい。

「やっぱり酔った男の言葉は信用ならないわ」

　思わず恨みがましい言葉が漏れて、明日香がきょとんとする。

「なに、なんかあった？」

　一瞬、これまでのことを全部話してしまおうかと逡巡する。

　けれど、二十九歳にもなって職場の後輩と遊びの関係を楽しんだなんて聞けば、悪友は何と言うだろうか。

　しかも双方合意の上ならまだしも、向こうは記憶を失うことをわかっているのだから、まるで弱みにつけ込んだような気さえしている。実際、弱みにつけ込んだようなものだが。

　一度だけなら酒の勢いという言い訳もきくが、二度もしていたら確実にそれは事故ではない。

　こういうところで察しのいい友人は間違いなく、二度も関係を持った美花の本音を暴いてしまうだろう。それはなんとなく避けたかった。

　美花のことをよく理解している友人に指摘されれば、避け続けてきた本音をきっと認めてしまう。けれどそんなの惨めになるだけだ。誰かに言われるまでもない。自分の立ち位置など、本当は自分が一番よくわかっている。

（変な期待はやめること、ね）

　わかっているのだ。この先がない、ほんの束の間の楽しみだということくらい。でも誰かに話せば、まるで「望みがある」と言ってほしいみたいじゃないか。そんな下心の見える相談などしたくない。そんな気休めも聞きたくない。

　美花は急いで首を横に振り、持っていたグラスを一気に煽った。

「別に。それより、今日は飲むわよ」

「いいじゃない。元取らないとね」

　明日香も乗り気になって、バーカウンターに移動する。メニューをざっと見て、迷わず一番強い酒をオーダーした。

　優生も今日は飲むだろう。そしてまた、あの酔い方をする。

（でも、今日は酔ったところで、お相手が沢山いそうね）

　今までは手近なところに自分がいた。でも今日はそうじゃない。選びたい放題だ。

　背後から時折聞こえてくる女の笑い声から耳を塞ぐように、美花はどんどんグラスを空けていった。

　

　

（────……ん？）

　どれくらい時間が経ったのだろうか。気づけば照明が絞られ、舞台上ではスライドショーが展開されている。

（あれ、私ちょっと寝てた？　今何時だろう……）

　頭がぼんやりとして、会場に流れるヒーリングソングが優しく微睡みの縁へと追い立てる。見れば、傍らに座る明日香も寝落ちていた。

　ぐるりと会場に視線を巡らすと、いまだ女たちに群がられている優生の姿があった。その表情は、どこか疲れて見える。

（ああ、そっか）

　今更、気がついた。優生が億劫だったのは、多分こういうことだったのだろう。

　ゲストとして呼ばれた以上は、他のゲストに下手なことはできない。家のことを知られていたら尚更だ。何かすればそれは会社の評価に繋がる。

　ここに来てからずっと、「高比良の息子」の名に恥じない、求められる行動を取ってきたのだろう。もちろん相手は取引相手ではなく二次会のゲストだ。それでも彼は望まれるままに有名企業の跡取りの役を演じる。難儀な性分だと思うが、彼はそういう男だ。きっとこういう場ではどこに行っても追い回され、気が休まらないだろう。

　そんなことにも気づかず、楽しんでいるんだと思い込んでいた。

（私ったら、なんてばかなの）

　家名や金目当ての女に群がられて喜ぶような男ではないと知っているのに。

　ただ、自分よりも若くて煌びやかな女性たちに囲まれている姿が面白くなかったのだ。彼女たちの中の誰かに心惹かれてしまったらと思うと落ち着かなくて、でも自分からは決して言い出せないから。ただの八つ当たりだ。

「ったく、高比良だかなんだか知らねえけど、なんなんだよ」

「まじで期待してたのにさー今日収穫ゼロだわ」

　そのとき、ふと近くに座る男たちの会話が耳に入った。

　見たところ優生とさして変わらない年齢だろうか。片方は明るい髪色で、もう一方はギラギラしたど派手な腕時計をしきりに弄っている。どこはかとなく遊んでいそうな雰囲気の男たちだ。

　会話を聞く限り、どうやら狙っていた女性をことごとく優生に持って行かれたらしい。

　とはいえ、優生の性格を思えばそれは彼が仕掛けたことではなく、勝手に彼女たちが選んだことなのだろうけれど。酔った男たちの悪態は続く。

「まじで、あんなのただの親の七光りじゃん。こっちはＫ大出てんだぞ」

「楽して生きてるやつがよお、調子乗ってるよな」

「ねえ、ちょっと」

　アルコールのせいか、ただこの言いようのない後ろめたさに対する八つ当たりか。

　気づけば口を挟んでいた。

「それって違うから」

「え、なんすか」

　突然話に割って入られ、男たちは戸惑いつつも不満そうだ。

「優生くんは別に楽してないから。知らないくせに勝手なこと言わないでよ」

　呂律が上手く回らない。ちゃんと喋れていたのかもよくわからない。でも言わせたままにしておけなかった。

　ついこの前、優生も美花を庇ったけれど、こういう気持ちだったのだろうか。「俺が嫌だった」と告げた、その気持ちが今ならよくわかる。

　こんなくだらないやっかみ、きっと彼は何とも思わないだろう。でも美花が嫌だった。面倒な酔っ払いに絡まれたと思われたとしても構わない。文句を言いたくて仕方がなかった。

「は？　なんなのあんた。あいつの取り巻き？」

「取り巻きって……はは、古」

「先輩？」

　急に腕を引かれる。見れば優生だ。バーに飲み物でも取りに来たのだろうか。

　本人の登場に、それまで散々文句を垂れていた男たちも途端にばつが悪そうな顔になる。

「何してるんですか」

「別に、なんでもないわよ。優生くんがモテるのは親とか顔じゃなくて、単純に性格がいいからだって話してただけ。いい？　優生くんは七光りとか関係ないから。全部彼の実力なのよ。あんたらみたいのがどうこう言っていいような男じゃないんだから」

「……先輩、もしかして酔ってるんですか」

「別に酔ってないわよ」

　酔った人間の常套句を口にしながら、据わった目で男たちを睨む。

　本人が来たことで分が悪いと踏んだのか、もしくは周囲の注目を集め始めたことに気づいたのか、男たちは逃げるようにその場を離れた。

　優生は小さくため息をつく。

「酔っ払いが酔っ払いに絡まないでくださいよ」

「平気だって……同じのちょうだい」

　バーテンに空いたグラスを指すが、優生が止める。

「ああ、もうだーめ。ストップですよ。ほら、橋はし元もと先輩も起きて。送りますから、帰りましょう」

　隣で寝ている明日香にも声をかけると、彼女は身じろいで「ん、んん……肉？」と呟く。ほとんど夢の中だ。

「でも二次会を途中で出るなんて」

「もう十分飲んだでしょう？　足りないならまた今度俺が付き合いますから、とりあえず今日はもう出ましょう。危なっかしすぎる」

　これではどちらが先輩かわからない。優生は新郎新婦に挨拶を済ませ、酔っ払い二人を引き連れて会場を出た。

　妹に送迎を頼んでいるという明日香とホテルのロビーで別れると、優生と二人でタクシーを捕まえられる大通りまで歩く。珍しく深酒した美花を気遣ってか、その歩みはゆっくりしたものだった。

　外に出ると陽は完全に沈み、夜風が心地よく吹いていた。

「ふふ、女の子、持ち帰り損ねちゃったわね」

　優生に肩を抱かれてフラフラ歩きながら、ふと思い出して笑う。

　女に囲まれている姿を見て勝手にモヤモヤして反省して、知らない相手に喧嘩をふっかけて結局、優生を巻き込んで会場から連れ出してしまった。

　悪かったなと思う反面ほっとしているのだから、我ながら天邪鬼だ。可愛くない。

　だが隣で優生は僅かに小首を傾げた。

「女の子なら連れてますけど」

「そうじゃなくて……まあ、いいや」

　自虐趣味はない。それに今はいい気分だから、それを台無しにしたくなかった。

　しばらく二人の足音だけが響いて、ふと優生が口を開く。

「さっきのって、本音ですか？」

「うん？」

「俺がモテるのは性格がどうのって」

「ああ……」

　そんなことも言った気がする。あらためて聞かれると恥ずかしいものだ。

「うん。言ったことなかった？」

「ないですね。初めて聞いたから……ちょっと、感動した」

「ちょっと？」

「はは、すごくかな」

「言われ慣れてるでしょ」

「そんなことないですよ。それに……先輩の言葉は、他の人に言われるより何倍も価値があるから」

　隣にいる美花にしか聞こえないほど小さな声で呟く。視線をやれば、やけに目尻を赤くしている優生と目が合った。

（ああ、今日も結構飲んだんだ）

　もう見慣れた酒気混じりのその表情に、じわっと体が汗ばむ。まるでパブロフの犬だ。

「思ってるよ」

　アルコールが、美花の判断を鈍らせる。どうせ彼は翌朝には忘れてしまう。だから、普段は決して言わないだろう本音もたやすく口にさせた。

「今までずっと、見てたから」

「先輩……」

　優生の目がわずかに見開かれる。それはすぐに逸らされて、迷うように口元を押さえ、眉間に皺を作った。

「ううん……今日は本当にちゃんと帰す気だったんだけどな……」

「なに？」

　口元を押さえているせいで、くぐもった低声はあまり聞き取れない。

　何の話だろうと首を傾げると、優生の目がちらりと美花に向けられる。

「……送り狼ってこんな気分なんだ」

「うん？」

　逡巡した様子の優生は、しばらくすると意を決したようにその脚を止め、美花の手を握った。

「あの、先輩」

「うん」

「今日は帰したくないんですけど、だめですか？」

　そのとき、一際強い風が二人の間を走り抜けた。

　ふわりと髪が揺れて、その合間から切なそうな瞳が覗く。いつもの、甘えるようなものではなくて、どこか切望するような、不安に満ちた表情に、美花の胸はどくりと高鳴る。

　頭がくらくらする。体が熱い。心臓がバクバクする。

　これはアルコールのせいか、はたまた別の要因か。

「……ん」

　返事はほとんど声にならなかった。こくりと小さく頷くと、優生はほっとしたように笑んで繋いだ手をそのままに、再び歩き出す。

（あったかい）

　美花の手をすっぽり包んでしまう大きな手。

　そういえば、情事のとき以外で手を繋ぐなんて、初めてのことだなとぼんやり思った。

　

　

　近場にあった適当なラブホテルに入ると、靴を脱ぐ前から優しく接吻され、横抱きにされて大きなベッドに下ろされる。

　温かな手のひらはドレスの上から美花の体を撫で回し、尻朶を揉み、背筋のくぼみをつたって、夜風で冷えた肩を、腕を、温めるように指を這わした。

　それだけで、彼の愛撫になれた肉体は簡単に熱を帯び、甘い快感に鼓動を速める。

「ン、……はあ、ああ……」

「今日の先輩、すごく綺麗。ずっと独り占めしたいって思ってました」

　首筋を舐め、鎖骨に軽く歯を立てながら、優生はどこか陶酔したような声で呟く。

　体を撫でながら、ボレロを脱がせてしまうと、脇腹を撫で、ゆっくりと乳房を下からすくうように持ち上げてやわやわと指を食い込ませ揉みしだいた。胸元からこぼれ落ちそうな白い媚肉に形のいい鼻を押し当てると、熱い吐息を漏らし、舌を這わせて深く息を吸う。

　ストラップに軽く指を引っかければ、すでに硬くしこった赤い乳頭がふるりと顔を覗かせる。それをぱくりと口に含むと、舌先で、舌の腹で、唇で、歯で、敏感な果実を丹念に舐め上げた。

「ふ、ぁ……ん、んん、うう……」

「はあ、かわいい……先輩のおっぱいのここ、もうこんなに硬くなって……」

　じゅううっときつく吸い上げられると、甘い刺激が走って、下腹部が熱く疼く。

「あ、ああ、や、ああ」

「ああ、そうですよね。こっちも……ちゃんと舐めてあげます」

　そう言うと下着ごとドレスを下にずらして、もう一方の乳房にもしゃぶりつく。先端で赤々と勃起した乳頭だけでなく、乳輪も、柔らかな乳房も、その谷間も、余すところなく舐め回しては時折吸い上げ、その円みを楽しむように大きな手のひらで包んで撫で回した。

「はあ、ああ……ん、んん……は、ああ、ああっ……優生……く……んん」

　優生の執拗な愛撫に、美花の呼吸は荒くなっていく。

　その先を知っている浅ましい体は焦れったさに疼き、秘部を熱く濡らして、彼の大きな欲望で早く貫かれたいと子宮を震わせている。

「腰くねってる……こっち触ってほしいですか？」

　優生は、欲情にまみれた視線を隠すことなく、笑みを浮かべて美花を見下ろす。

　アルコールで鈍った頭では、いつもの理性や外聞など到底保てない。美花はたまらずコクコクと首を縦に振った。

「は、素直だなあ。もしかして相当酔ってるんですか？　悪いことしてる気分だな……」

　そう独りごちながらも、優生はどこか上機嫌だ。

　膝を撫で、太ももを撫で、スカートの中に手を入れると、ストッキング越しに脚の付け根をぐりっと撫でる。途端、ビリリッと電流のような鋭い快感が走り、美花は腰を跳ねさせた。

「はあっ、ああっ、ん……んん」

「気持ちいいね。……へえ。今日はまた、いっぱい濡らして」

　ストッキングと下着を脱がせてしまうと、脚を開かせる。そこの有様に、優生は目を細めた。

　秘めた場所を見られている羞恥に、美花は目の奥が熱くなる。

「ん、あ……やだ、見ないで」

　咄嗟に脚を閉じようとするが、優生がそれを許さない。ぺろりと舐めた親指の腹で、すっかり充血した花芯をくりくりとこねた。

　直接的な刺激に、たまらず美花は息を詰まらせて腰をくねらせ喘ぐ。

「はっ、ああっ、あう、んん、んっ、うううっ」

「この前は余裕なかったしな……今日は沢山気持ちよくなりましょうね」

　激しい愛撫に意識を持っていかれる。優生の言葉はほとんど耳に入ってこなかった。

　気づけば彼はそこに顔を埋め、割れ目をべろりと舐める。愛液滴る入り口から花芯までを一気に舐め上げられ、びくびくと腰を震わせると、太ももを抱えられ舌を這わせる。

「ひいっ、あ、ああっ、ふ、んんっ、あっ、ふ、うああっ」

　胸に続いて、秘裂への愛撫もまた執拗に続いた。花びらをしゃぶり、溢れるほどの愛液を啜ると、狭間に指を侵入させ、浅いところを掻き混ぜる。花芯を吸い上げ、硬くした舌先でこね回すと、太ももを抱えていた手は胸へ伸び、つんと上を向く乳首を摘まんで乳房を揉みしだき、腹を撫で、尻朶を揉み、熱い指先を食い込ませた。

　美花は鮮烈な快楽に頭が真っ白になり、息も絶え絶えに腰を戦慄かせる。体を強張らせ、全身から汗を吹き出し、幾度も絶頂に飛ぶ。

　ようやく優生がその口を離した頃には、美花は肩で息をし、忘我の淵に追いやられていた。

　はあはあと荒い呼吸を繰り返す赤い唇を、優生が塞ぐ。

「ふふ、蕩けた顔して……そんなに気持ちよかった？」

「あ……ん、きもちい……」

　強い酒を飲み続け、強烈な快楽を全身に浴びた美花には、平時あるはずの理性や冷静さなど残ってはいなかった。

　感情のブレーキを失ったまま、とろんとした目で見上げると、優生は驚いたように目を見開き、すぐに笑顔を浮かべる。

「そう。じゃあもういらない？　俺の、ここに」

　上着を脱ぎ捨て、ネクタイを緩めると、ベルトを外して取り出した己の欲望を、愛液と唾液にまみれた美花の割れ目に押しつけた。

　ジン、と甘い刺激が走り、美花は思わず吐息をこぼす。

「欲しくないならやめちゃおうか」

「ん、や……ほし……」

「じゃあ、お願いしてくれますか？」

　耳を優しく蕩かすような甘い声で、優生は尋ねる。

　隆々と勃起した劣情を、ぐりぐりと上下に揺らすと、先端が花芯を擦り、入り口に軽く埋まる。あとちょっとで入らない。そんなぎりぎりのところを刺激する。たまらず美花は腰を揺らし、はあはあと大きく胸を上下させる。

「あ……ちょうだい。挿れて」

「誰の？」

「ゆう、せ……くんの……はやく、っ」

　ぐぷ、と腰が進む。

　待ち侘びた質量が入り口を割り開くのを感じた途端、熱い電流が腰を貫き、軽く達した。

「は、ああ、あああっ」

「んっ、ああ……挿れただけで、いったの？　ふふ、もう、たまんないな……っ」

　低く笑いながら、優生はぐいっと腰を押し込み、根元まで一気に埋めてしまう。

「ふああ、あ、あっ、あっ」

　散々焦らされ、蕩かされた膣肉が、残酷なまでに凶悪な欲望に割り開かれる。達して間もない敏感な粘膜を、隙間なくごりごり擦り上げられる感覚に、美花は仰け反り、悲鳴にも似た嬌声を上げた。

「あー……あったか……先輩の、絡みついてくる……きもちいい……」

　優生はうっとりと目を細めると、屈んで美花に接吻を落とす。埋没した角度がより深まり、入り口がきゅううっと収斂した。

「っ……あんまり、ぎゅってしないで……俺も、あんまり持たないから……」

　優生は顔をしかめながらも笑みを浮かべ、愛おしそうに美花に何度も口づけをして腰を揺すり始める。

　深く浅く、隅々まで腰を回し入れて余すところなく膣肉を味わうと、次第に美花の膝裏を抱え、抽送を激しくしていく。最奥をごちゅごちゅ穿たれ、露骨な水音が響き始めると、美花はますます官能を深くし、腹の奥から熱い迸りが溢れ出る。

　大きな欲望が己を貫く信じられない衝撃と、同じくらい強い悦楽。込み上げる快感の渦に身を委ねながら、逞しい腕に抱えられ、美花は額に汗を浮かべ、整えた髪を乱して快楽に苦悶の表情を浮かべる美しい男を見上げた。

「は、ああ、ああっ、ん、んううっ」

「ふ、気持ちいい、ね……ああ、本当、かわい……大好き」

　腰を揺らしながら、優生は独りごちるように呟く。やけにその言葉だけが美花の耳にはっきり届いて、ぶるりと蜜壺が蠕動する。

「っ……ん、感じちゃった？　はあ、ああ……好きですよ、先輩、ほんと、大好き」

　熱い吐息が漏れる。唇が触れながらも、陶酔したように優生は言葉を続ける。

「俺を、俺のままで、いさせてくれるから……俺のままで、見ててくれるから……は、ああ、俺のこと、見てるときの目とか、恐がりなとことか、強がるとこも……全部、可愛くて、ほっとけなくて、好きですよ」

「ふっ、あ、ああっ、あ、あああ────っ」

　情熱的な言葉を降らせながら、きつく抱き寄せられ、熱い肉体を、においを、彼の吐息を皮膚に感じると、脳天からつま先まで全身に閃光が走る。熱い迸りを溢れさせながら、極太の男根を食い締め、ガクガク腰を痙攣させてかつてないほどの法悦を味わう。

「くっ、あ……んん、すごい、いっぱいいっちゃうね。びくびくして、はあ、先輩、これ好き？　俺とセックスするの、大好きでしょ」

「あっ、ああ、すき、すきっ、ああっ、あっ、ゆうせ、くっ、あ、すき、ああ、あああっ」

　中に埋まる欲望がますます漲る。腹をみっちりと埋められ、触れるところすべてが気持ちよくてたまらない。美花は激しい快楽に身悶え、優生のシャツを握り、腕に爪を立てて、汗を浮かべた白い肌を震わせた。

「はあ、ああ、あっ、ああ、あああっ」

「っ、はは……ああ、もう、たまんないな……っいく、ああ……いくよ」

　優生の頬を伝う汗がぱたぱたと降り落ちる。一層激しく腰を突き上げられ、乳房を淫らに揺さぶりながら、美花はもう何度目かもわからない絶頂に身悶えた。

「ひいっ、あ、ああっ、あ、あああああ」

「く、ぅ……っ────！」

　美花が腰を戦慄かせて達すると、優生もずるりと欲望を引き抜き、彼女の腹に大量の精をどぷどぷ放った。

「あ……あ……」

　男の欲情の熱さに恍惚としながら、ぽっかりと口を開けた蜜壺は空虚を寂しがるようにトロリと愛液をこぼす。

　絶頂の余韻に浸り、不思議な充足感に満ちているのに、それでも汗を絞り、息を荒げる優生を見ると、妙に奥処がうずうずとして止まらない。

　優生は恍惚と瞼を震わせると、美花に唇を寄せる。腰に絡みついたドレスを脱がせてしまうと自分も裸身になって、美花を再びシーツに埋めた。

「先輩……せんぱい、ん、ふう……」

　感極まったように、優生は切なそうに何度も囁き、口内を舐り、唇を啄むと美花の瞳を覗き込む。

「先輩、ねえ、……俺のことは、好き？」

「うん、うん」

　法悦に浸り、快楽の虜になった美花は従順に頷く。

　甘ったるい声音で、強請るような瞳で、優生を見つめる。

　素直に、思うままに心をさらけ出すことは奇妙な快感があった。素面ならそこに恐怖が伴うけれど、今はその不安がない。それはきっと、彼が忘れてしまうという安心感。それから、忘我の淵に立って正体を失い、従順な女となっているからだ。

「そう。────」

　望み通りの答えを得たはずの優生はしかし、その瞼を震わせた。ほんの一瞬、泣きそうな笑みを浮かべる。

「……じゃあもっと、好きになって」

　幻のような、ほんの一瞬の微表情。それはすぐに掻き消えてしまう。

　優生は達したばかりだというのに硬さを失わない若い欲望を、今度は後ろからずにゅりと押し入れると、細い腰に指を食い込ませて腰を揺さぶり始めた。

「ひ、あ、ああ、ああっ」

　一瞬見えた泣きそうな笑みが気になったが、その疑問を問いかける間もなく、激しい閃光が立て続けに目の前で弾け、意識はすぐに快感の波に押し流されていく。

　大きな手のひらが乳房を揉み、尻朶を掴み、こぼれる愛液でぐちょぐちょに滑る花芯を摘まむと、苛烈な快感に火照った肉体は歓喜して身をくねらせる。

「はあっ、ああ、あっ、あう、あううっ、ふう、ふう、あっ、あああ」

　角度を変え、今までとは違う深い刺激に目の前をチカチカさせながら、美花は枕に顔を埋め、その力強い官能に耽溺した。

　蜜壺の中をぐちゃぐちゃに濡らし、結合部からは絶えず泡立った愛液を滴らせながら、容赦なく穿つ凶悪な欲望にしゃぶりつく。亀頭の笠でゴリゴリと隙間なく抉られ、子宮口を押し上げ、臍の裏のあたりを酷く捲り上げられると、ぐずぐずに脳が溶けてしまうようで、何も考えられなくなる。

「ああ、……先輩、すごい、気持ちいい……、好きですよ……はあ、先輩は、気持ちいい？　どうされたい？」

　酒と快楽に蕩けた美花には、譫言のような男の言葉にすら感じ入る。

　その言葉の意味など、正気に戻ればまるで夢のようなものだとわかっていても、今この瞬間だけはその言葉を心から信じられる気がして、胸を高鳴らせて膣を収縮させた。

「うう、ふう、ああ、あっ、すき、すきぃ、ああ、もっと、もっとっ、あっ、ああああ」

　そして美花も、普段なら口にできないようなことを素直に口にできた。

　熱に浮かされたように、嬌声を上げながらも好きだと啼いては、絡み合う指先を食い込むほどきつく握りしめると、優生の欲望がますますいきり立つ。

「いいよ。いっぱいあげる」

　優生は最奥に擦りつけるように、根元まで深々埋めると腰をぐりぐり回す。大きく膨らんだ花芯を指で押し潰すように揉み込むと、美花の腰はガクガクと小刻みに震え、熱い飛沫が噴き出してシーツに淫らなシミを作った。

　そのまま向きをかえ、上下をかえ、欲望を味わい尽くす。鮮烈な快感に夢中になり、貪るように幾度も絶頂に打ち震え、汗と精にまみれた体をひたすら絡め合った。

「はあ、ああ、ああっ、ひ、あっ、ああっ、また、あ、ああ、いくっ、い、あああ」

「っはあ……先輩、ん、ああ……っ、うう……────っ」

　本能の赴くままに身を委ね、法悦に飛び、現実と夢の境がわからなくなる。

　ふたつの熱い肉体はひとつに蕩け合うようで、かつてない幸福感に満たされながら、いつしか美花は極楽の淵から意識を手放していた。
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「ん……」

　頭がガンガンする。

　喉の奥に妙な乾きを覚えて、美花は目を覚ました。

　開いた窓から差し込む朝の光が目に痛い。

（昨日は、たしか……二次会で……？）

　女の子に囲まれた優生を見て、やけ酒に走ったのを思い出す。

　かなり深酒をしたのか、珍しく記憶が曖昧だ。

　汚泥に沈んだように重い体で身じろぎして辺りを見渡すと、すぐその違和感に気がついた。

「え……？」

　大きなベッドに他人行儀なソファやローテーブル。抽象的な絵画が飾られた大胆な空間使いの部屋。

　どう見てもホテルだ。これは一体どうしたことか。

（いや……確かに酔っても知らないベッドで目覚めるなんてない、とは言ったけど）

　だからといって知らないベッドで目を覚ましたいわけではない。

　急いで昨日のことを思い出そうとすると、ふいに奥の部屋から物音がした。

「ふう……あ、起きました？」

「優生くん……」

　姿を現したのは、備え付けらしいバスローブを身につけた優生だ。髪は濡れ、石鹸のいいにおいがする。

　美花を認めると、優生は朝日よりも爽やかな笑みを浮かべてベッドの傍らに腰を下ろした。

「おはようございます。体、辛くないですか？」

　なんだその意味深な言葉は、と言いかけたが、返事が怖くて結局「おはよ」と小さな声で返すのみだった。

　こんな状況だというのに、優生は普段通りの穏やかな表情を崩さない。

「体軽く拭いたんですけど、平気そうならお風呂どうぞ」

「う、うん。じゃあ、そうする」

「一人じゃ辛いなら、俺が手伝いましょうか」

「平気」

　即答する美花に、優生はくすくす笑って「残念」と思ってもいない顔で呟いた。

　その視線から逃げるように浴室に逃げ込み、シャワーを浴びている内、徐々に頭のモヤが晴れていく。

（そうだ。昨日は結局二人で二次会を出てそれから────）

　────「大好き」

　熱っぽい、優生の言葉が蘇る。

　なんだか熱烈な告白をされた気がするが、何せ泥酔していたのであまりはっきりとは記憶にない。残念なような、ほっとするような、複雑な気分だ。

　昨日は二人とも相当酔っていただろうし、そんな場での言葉など何の意味もないだろう。わかっているけれど、それでもやっぱり、ちょっと惜しい。

（まあ、酔ってたらこうなるか……こうなるか？　でも優生くんが先に目を覚ましちゃったのは最悪だわ）

　いつも優生が目を覚ます前に姿を消していたから、前日何をしていても平気だった。忘れてしまうのだから当然だ。けれど今回は違う。目を覚ましたとき隣に美花がいたのだ。

　夢でも見たんじゃない？　とはさすがに誤魔化せない事態に、今更青くなる。

　酔ったノリで社内の先輩と肉体関係を持ってしまったことを優生が知ったら、次はどうするだろうか。

　きっと品行方正な彼のことだ。誠実な付き合いをする気がなければ愚直に自分の非礼を詫びるだろう。それによってこちらがどれだけ惨めになるかも重々承知の上で、変に期待などさせないように、はっきりと実直さを貫く。

「あああ……」

　ショックを受ける自分の姿まで目に浮かぶようで、美花は思わず顔を覆って小さく呻いた。

　忘れてしまうなら、せめて少しの間だけでもいい夢を見ようと目論んだツケが回ってきたのだ。因果応報。人間悪いことはできない。

　優生と顔を合わせるのは気が重いが、いつまでもここに閉じこもってもいられない。

　美花は十分すぎるほど体を洗ってから、観念して浴室を出た。

　優生はソファに腰掛け、朝のニュースを眺めていた。美花に気づくとにこりと微笑む。

　オフィスで何度見たかわからない柔らかな笑顔。それを見た途端、なぜか美花は猛烈に逃げ出したくなった。

「あ、先輩すっぴんだ。結構幼くなりますね」

「う、うっさいな。あんま見ないでよ」

「はあい。メイク道具持ってきてるんですか？」

「大人ですから」

「ふうん。見ててもいいですか？」

「嫌よ」

「残念」

　いつも通りの軽いやりとりに、どこかよそよそしさを感じるのは、自分に後ろめたさがあるせいだろうか。

　身支度をしていると、ふと沈黙が漂う。

　どうせ何か言われるなら自分から切り出してしまおうか。いやできれば話題に出すこと自体避けたい。だがいつかは話さないといけないことだろう。多分。

（話さないといけないかな？　……まあ、駄目よね。さすがに避けては通れないわ）

　そんなことを考えていると、どこからともなくバイブ音が鳴り響いた。優生のスマートフォンだ。短く断りを入れてテレビの音量を絞る。

「……はい。……ええ、その件は聞いてます。……」

　口調が普段よりも硬い。仕事関係だろうか。だが同僚である美花には、休日に連絡してくるような宛が思いつかなかった。

　鏡越し、見たこともないほど真剣な表情で受け答えする優生をどこか知らない男のように感じながら支度を進める。

　優生の電話は数分で終わった。切った途端、小さくため息をつく。

「……急ぎの仕事？」

　断片的に聞こえてきた会話から察するに、そんな気配がした。

　美花の言葉に、優生は困ったような笑みを浮かべる。

「すみません」

「いいよ。もうすぐ出られるし。でも、何の件？　私も行った方がいい？」

「ああ、いえ……これは会社とは別件なんで、お構いなく」

「副業？」

　特に禁止されてはいなかったはずだ。だが給料や待遇は悪くないので、美花の知る限り周囲で副業をしている人はいない。

　何気なくした問いに、優生は一瞬答えを躊躇うような間を空けた。

「副業というか……俺、会社を持ってて」

「……なんですって？」

　聞き捨てならない情報に思わず手が止まる。

　優生はどこか言いにくそうにしながら、バスローブの腰紐を解き、着替え始めた。

　あまりにも普通に脱いだので、美花は慌てて視線を逸らす。

「親のグループとは別に、自分の力だけでやってみたくて、大学の頃に友人と始めたＩＴ系の会社が」

「大学の頃から？　ってことは、うちに来たときからもうその会社やってたってこと？」

「ええ。しばらくはさほど忙しくもなかったし、友人もいたんで手は足りてたんです。数年前に友人が手を引いたんで、以前からやってみたかった手法とか取り入れて……それで最近ようやく軌道に乗ったところで」

「あ、へえ……あそう……つまり優生くんって、社長なの」

「そういう言い方もできますね」

「じゃあみんなが言ってるような、会社の役員には」

「はは、それ俺自身は一度も言ったことないんですよね。いくら親父が会長だからって、息子がそう簡単に役員になれるわけないじゃないですか。そんなの他の役員や株主が許しませんよ」

（た、たしかに……）

　言われてみればそうなのかもしれないが、あまりにも大きなグループであるのでそういうこともあるのかな、なんて自然と受け入れていた。けれど冷静に考えれば、高比良グループ会長の息子として見られることを嫌がっていた彼らしい選択とも言える。

　会社名を聞けば、美花でも知っているような有名なアプリ開発をしているところだった。他にも色々と手を広げ、最近では独自の動画配信サービスが好調で、ＣＭを見ない日はないくらい知名度のある会社だ。ちょっと軌道に乗ったどころじゃない。今注目の会社である。

　ちょっと片手間にできるような仕事量でないことくらい想像に容易くて、美花はあらゆる意味で愕然とする。

「そ、それじゃ……そのうちそっちの会社に専念するの？」

「ええ、来年には。そもそも会社に置かせてもらってるのも父親との条件で、ろくに会社勤めしたことない人間がまともな経営なんかできるかって、それで今の部署に。三十歳までに目処が立たないなら諦めてそのままグループ内で働けって言われてたんです」

「来年……」

「親なりに俺の心配をしたんだと思いますけど……でも自信はあったんで」

　優生から聞かされる予想外の話に、美花は呆けた顔でため息のような相槌を打つ。

（来年には辞めちゃうんだ）

　今まで家族の話を避けてきたツケか。長年ともに仕事をして、それなりに互いのことを知ったつもりになっていた中での新事実の数々に、思わず唖然としてしまう。

　優生とはずっと一緒に働けると思っていた。彼の親グループの会社だから出世するなどして立場が変わることはあっても辞めることなんかないと思い込んでいたのだ。

　急に期限が切られてしまい、美花は焦燥感を覚えてしまう。今はまだ春で、来年辞めるとしてもまだ時間は山ほどある。でも会えなくなると思うと、妙に落ち着かない。

　そんな美花に、すっかり着替え終えた優生はどこか不安そうに笑う。

「俺が役員候補じゃなくなって、がっかりしました？」

「ううん……社長やってたのには驚いたけど、考えてみれば優生くんって仕事できるから、なんか納得」

　優生は望んだ道を進んでいる。確かに驚いたし辞めるなんて聞けば寂しくはあるけれど、やりたいことがあってそれが好調なら、素直に嬉しい。応援したいと思う。

「それに、会社であんなに仕事しながら余所では社長やってたなんて、優生くんって結構なやり手ね」

　にやっと笑い返す美花に、優生はきょとんとしてすぐに破顔する。

　照れ隠しのように、まだほんのり湿っている美花の髪を耳にかけた。

「そうでしょう。有望株ですよ」

「あら、それじゃ今のうちに媚び売っておこうかしら」

　冗談めかして笑うと、優生はほっとしたようだった。

　本音を言えば、来年という期限にひどく動揺している自分がいる。けれど、それを顔に出すほど子供ではない。今はただ、彼の将来を喜びたかった。

　くすくす笑いあうと、ふいに優生は真面目な表情に変わる。

「……先輩、話したいことがあるので今晩、少し時間いただけますか」

（あ……来た）

　きっと美花が避けたかった話題だ。けれどこうも真正面から言われてははぐらかすことなどできない。最初から彼はこういうことを適当にしない男だったのだから、当然といえば当然か。

　近く辞めてしまうのなら尚更、社内でのごたごたは早急に片付けてしまいたいだろう。優生の気持ちは痛いほどわかった。

「うん、わかった」

　観念するしかない。

　美花はぐっと奥歯を噛み、頷いた。

　

　

　優生の呼んだ車で自宅まで送られ、ちょうど九時間後、同じ場所に迎えが来た。

　事前に聞いていたが、てっきりこれまで通りタクシーなり何なりかと思いきや、そこにいたのは車の傍らに立つ優生一人だ。

　その服装はシャツとカーディガンに暗めのデニムとラフな格好である。

「運転できたんだ」

「特別車が好きとかではないですけど、一応ね」

　どうぞ、と自然と助手席のドアを開けられ、手を貸される。

　あまりにも手慣れたエスコートに、ついそれまでの憂鬱な気分も忘れてドキドキしてしまった。自分のチョロさにびっくりだ。

「お腹空いてます？」

「それなりに」

「それなら良かった」

　普段通りに接しているはずだが、優生も今回ばかりは落ち着かないのか、妙に口数が少ない。

　ただカーステレオから流れるどこか聞き覚えのあるポップソングを聞きながら、目的地に到着するまで美花は秘かに緊張を募らせた。

　一時間ほど走り、連れてこられたのはお洒落なイタリアンレストランだった。予約していたようでスムーズに席に通される。

「ここ、よく来るの？」

「最近は忙しくてあまり」

「へえ……」

　落ち着かない気分の中でなんとか注文をすると、ふと優生が珍しく運転手であることを思い出した。

「そういえば、今日は飲まないの？」

「ええ。先輩は気にせずどうぞ」

　そう言われて酒が進むほど無神経ではない。話を聞いた後で飲みたくなるかもしれないが、それは帰って一人になってからで十分だ。

　美花は首を振って、ウエイターに飲み物をノンアルコールに変更してもらう。

「……それで」

　ウエイターが下がると、途端に気まずい沈黙が漂った。

　つい口を開いてしまったけれど、美花から話すことはあまりない。しかも料理が来る前にそんな話を持ち出すのはどうなんだろう。適切なタイミングとは思えず、結局口をもごもご動かすだけで黙ってしまう。

　普段なら明朗な優生も、今夜ばかりはどこか緊張した面持ちだ。

　彼にとっては、酒によって失敗を犯したばかりなのだから、今晩美花の前で飲まないのは当然といえば当然だ。それが何よりの意思表示ともとれて、美花は思わず固唾を飲んでしまう。

「あの……先ぱ────」

「あれ、もしかして優生？」

　優生が意を決したように顔を上げたとき、近くを通りかかったスーツの男が声を上げた。

　見たところ優生とさして変わらない年齢か。席に案内される最中だったようで、少し離れた所に連れらしき女性が腰を下ろしてこちらを見ていた。

　優生は男を見ると僅かに顔をしかめる。

「智とも宏ひろ……」

「久しぶりじゃん。最近どう。元気してる？」

「ああ、それなり。悪いけど今は」

「あ、だよな。悪い悪い、邪魔して。また近いうち飲み行こうぜ。よかったら彼女さんも一緒に」

　そう言って智宏と呼ばれた男は美花を見やる。

　咄嗟に彼女じゃない、と言いかけるが、相手もわからず変なことは言えない。

　美花は戸惑うように優生を見つめた。優生は珍しく硬い表情で智宏を目で追っている。何を言われるか気が気じゃないという様子だが、対する男はへらへらと美花の座る椅子の背もたれに腕をかけた。

「こいつに付き合ってると大変でしょ。大学の頃の話、聞きました？」

「大学の頃の話？」

「智宏！　その話は……」

　優生が慌てた声を上げる。それを面白がるように、男は笑って内緒話をするように美花に顔を寄せた。

「あいつすごい酒豪でしょ。大学の頃みんなでなんとかして酔わせようとしたんですけど、全員潰れてもこいつだけはケロッとしてて」

「大学の頃の話ですから……」

「たまたまバーに居合わせたロシア人とウォッカ飲み比べして勝ったこともあったよな」

「ロシア人にも酒に弱い人はいるよ」

　次々出てくる優生の過去に、美花は首を傾げる。

（酒豪？　……ウォッカ？）

　そこまで酒に強かった男が、果たして今になって記憶を飛ばすほど弱くなるのだろうか。

　年齢を重ねてとか、しばらく飲んでいなくてとか、納得しようと思えばできなくもないが、過去の武勇伝を聞く限り、どうも優生の酒の強さはそんなレベルではない気がする。

　ちらりと優生を見ると、彼は心底弱ったように額に手を当てて顔を俯かせていた。どうやら美花の耳には入れたくなかった話のようだ。

　散々暴露した友人は、連れの女性に呼ばれて「また飲もうぜ」と席に戻っていった。嵐のような男だ。

　先ほどとは明らかに空気の変わったテーブルに再び沈黙が漂う。

　料理が届き、何とも言えない静けさの中で二人とも無言で食べ始めた。

（酔ってなかった……ってこと？　いや、昔は強かったって話よね、多分。今は……どうなんだろう）

　智宏から聞いたばかりの言葉が頭の中で幾度も再生されるが、どう受け止めたらいいのかわからない。

「その、優生くん……お酒に、強いの？」

　皿が空く間際、意を決し沈黙を破った美花の言葉に、それまで黙りこくっていた優生は、ピクリと肩を震わせ手を止めた。深くため息をこぼすと、観念したように顔を上げる。

「……本当は自分で言うつもりだったんですけど」

「強いの」

「そうらしいですね」

「今までもずっとそうってこと？　記憶をなくしたことは」

「ないです。分解能力が異常に高いみたいで、酔うこともあんまり」

「はああ」

　羨ましいような、不憫なような。

　思わず気の抜けた相槌を打ってしまう。

（酔ってなかった、のかあ）

　ずっと酔った翌日には記憶を失っていたと思っていたのに、これまでのことを全部覚えているのだと思うと、それはそれで非常に恥ずかしい。何を言ったか、何をしたか。恐ろしいのに脳内では勝手に記憶をひっくり返してしまう。何なら昨晩は、美花の方こそ記憶が曖昧だ。

「なんでそんな、記憶なくしたなんて」

「それは先輩が、……」

「私？」

　自分がきっかけということか。

　思い当たる節は何もないが、優生はどこか拗ねたように視線を逸らす。

「マッチングアプリなんか始めるから」

「はあ？」

「焦ったんですよ。いくら誘っても乗ってこないし。年上がタイプなのは知ってますけど、年齢はどうにもならないでしょ。だからもう手詰まりで……その……」

　もうこの際すべて話してしまえばいい。視線だけで促すと、優生は暫し沈黙して降参するようにため息をついた。

「酔ったノリで関係を持ったらそのままなんかいい感じになるかなーって」

「あんた……意外とそういうこと考えるのね」

「そりゃ考えますよ。他に手がないんだから」

　やけくそみたいに白状する。

　意外だ。もっと純粋で誠実さ第一の男なんだと思っていた。

（でもそういえば結構やり手なんだわ。仕事できるし、マルチタスクが得意なんだから愚直なわけないわよね）

　何せ親は大企業の会長だ。昔から下心のある人が近づいてくることもあっただろう。どうしたって純粋ではいられない環境だ。

　そう思えば今の彼の、そんな策士な一面を好ましく感じてしまう。元々、美花は優生に甘いのだから当然か。

「でも次の日に話そうとしたら先輩の顔が引き攣ってたから……かっこ悪いけど、怖くなったんです。なかったことにしたいのかなって。だから咄嗟に忘れたふりして……でも一緒に過ごすうちに、やっぱりなかったことにしたくないって思ったんです。どうしても諦められなくて、だから……」

　迷うように揺れていた視線が、真っ直ぐ美花に向けられる。

「嘘をついたことは謝ります。でももう、酔ったノリじゃなくて、普通にあなたと付き合いたい。あなたを愛する権利が欲しい。駄目ですか？」

　真摯な瞳に、ほんのり切なさが混じる。浮かんだ微笑みは、ひどく自信がなさそうだ。

　その表情は、昨夜も見た気がする。いつだったかは思い出せないけれど、泣きそうな笑みに、今と同じような、胸の痛みを感じたのは覚えている。

　美花は知らず胸を押さえた。

「……私も、ごめん。ちゃんと逃げないで言えばよかった。ただ自信がなくて、気づかないふりをしてたの」

　誘われても、勘違いすることが怖かった。それを勘違いだったと気づくことが怖かった。優生を好きなんだという自分の気持ちを認めたくなかった。だって、彼は何でも持っていて、けれど自分は何もない。普通の女だ。

　今の自分に満足しているからこそ、そんな風に卑下したくもなかった。

　でもきっと一番の理由は、ただ飛び込む勇気がなかったのだ。

「本当は、私も……そうなれたら嬉しい」

　優生は瞠目し刹那、ほっとしたような笑みが浮かぶ。

　見慣れたはずのその笑顔が、やけに眩しく見えて、美花は胸を熱くした。

　食事を済ませると、二人は優生のマンションへ向かう。

　行きと同じく車内は静かだった。しかしそこに漂う空気は、それまでとはまったく異なる。

「……ん」

　マンションに着き、二人が乗ったエレベーターのドアが閉まると、途端に引き寄せられ、唇を啄まれた。

　初めて酒気を感じない接吻をした。熱っぽく、それでいて優生本人のにおいが媚香のように香って、どきどきする。唇を淡く食み、舌先を撫でる柔らかく甘い口づけに、頭の芯が蕩けて、体から力が抜けてしまう。

　自分にも酒が入っていないからか、普段よりも五感が研ぎ澄まされたように、手の大きさであったり、触れる体の逞しさであったり、力強さであったりをやけに生々しく感じた。

　腰を掴む逞しい腕の力に胸を疼かせていると、そのうちにエレベーターの軽快な音が響く。優生はそっと唇を離すと美花を抱いたまま部屋へと誘い、ドアが閉まる前には玄関の壁に押し付け、再び唇を重ねていた。

「は、……ん」

　さきほどよりも少し深い口づけ。思わず優生の胸に手を置くと、指をさらわれ壁に縫い止められる。大きな手のひらが、長い指先が、男らしい腕が、背の高い肉体が、美花を閉じ込める。

　彼との触れ合いの心地よさを知っている肉体はすでに火照り、腹の奥は熱い滴りを滲ませ、うずうずと蠢くのを止められない。

　優生と寝るようになってから、自分はひどく淫らな女になった気がする。

　散々口内をしゃぶられ、唇が離れるときには、美花はもう浅い呼吸を繰り返していた。

　ぼうっとする美花に、優生は困ったように笑う。

「はは……ごめんなさい。すごく余裕なくて、かっこ悪いですね」

「ん、平気……私も、だから」

　優生の温かな肌に触れ、笑顔を見ると、胸の奥から何かが込み上げてきていっぱいになるのだ。大きく脈打つ鼓動に気持ちも押し流されるように感情が昂ぶってしかたない。

　まるで初めて付き合う彼氏と初めてを迎えるような、妙な気恥ずかしさと、落ち着きのなさ、そして胸の高鳴り。

　こんな感覚を二十九歳にもなった自分が感じているなんておかしい。でも止められない。胸がうずうずして、たまらず笑ってしまう。

　優生ははにかむように笑うと、美花の指先を握り寝室へと誘った。

「……は、ん」

　広いベッドに沈むと優生が覆い被さってくる。その心地よい重みを受け止めながら、どちらともなく唇を寄せ、接吻を繰り返しながら性急に互いの服を剥いでゆく。

「いつもお酒入ってたから、そんな恥ずかしがる先輩って初めて見ますね」

「ん……今もお酒が欲しい気分だわ」

　こんな気分になるのなら、レストランで普通に飲んでいればよかった。

　今までは、優生も自分も酔っていたから裸体を晒してもさほど羞恥心はなかったのに、今夜はそうじゃない。今更ながら、普段もっと綺麗で細くてゴージャスな女たちを見慣れているだろう彼に、自分の体を見られることに恥ずかしさを覚えてしまう。間接照明だけの薄暗い室内であることだけが救いか。

「ふふ、飲まなくても顔真っ赤ですけどね」

「あんま見ないでよ」

「だめです。せっかく両思いになって堂々と見られるんだから、先輩の可愛いとこ見逃さないですよ」

「かっ……からかわないで……」

　さも当然とばかりの優生の言葉に、耐性のない美花はあからさまに狼狽える。正気をなくしているときならまだしも、今はどう反応したらいいのかわからない。

「ええ、これまでも散々言ってきたのに」

「それは酔ってると思ってたからで……私も酔ってたし……」

　ごにょごにょと言い訳がましい言葉を募らせる。

　やっぱり酒が欲しい。今の状態では優生の眩しすぎる愛情表現を受け止めきれる自信かない。

「やっぱ本当にお酒を……一杯でいいから……」

「ははっ、もう、先輩ってば。そろそろ腹括ってくださいよ」

「腹括るって……」

　ついリビングに向かおうと起き上がりかける美花を、優生はやんわりとシーツに沈めた。

　整った顔がやけに嬉しそうに見下ろしてくる。

「これからうんざりするくらい、俺に愛される覚悟」

　答える前に、ゆっくりと降りてきた唇にそっと塞がれた。

　角度を変え、ただ軽く触れるだけのそれが徐々に深くなっていくと、全身の力が抜けていく。

（ああ……気持ちいい……）

　裸になった体にのしかかる重みが心地いい。

　肌を擦る温かな手の平の感触にほうっと息を溢し、美花もまた美しい肉体の筋肉の隆起に、背筋のくぼみに、指を沿わせてしっとりした温かな感触を味わった。

　今まで感じたことはなかったが、もしかするとこういうのを相性がいいと言うのだろうか。

　優生と隙間なくぴったりとくっつくと、彼の体温や鼓動、弾力のある筋肉を全身で感じる。

　ただ触れているだけでもうっとりするほど気持ちがいい。熱い吐息を交じらせ、至近距離でしか嗅ぎ取ることのできない体臭を胸一杯に吸い込むと、ずっとこうしていたいような、穏やかでどこか興奮する妙な心地になるのだ。

　甘く蕩ける口づけに美花が大人しくなると、体中を撫でていた優生の手がそろりと太ももを撫で、尻を撫で、その奥にある秘裂をくすぐる。すでに潤み花びらを開かせたそこに指を滑らせると、いとも容易く侵入者を受け入れた。

「っ……あ」

「ふわふわ……まだ、俺のこと覚えてるのかな」

　優生の囁きに、言われてみれば二十四時間前も、こんなことをしていたんだと思い出す。

（昨日は、こんな風になるなんて思ってもなかった）

　女の子に囲まれている優生を見て、やけ酒を呷って、知らない人に喧嘩を売ってホテルになだれ込んで。それからの記憶はちょっと曖昧だけれど、ふとしたときにひどく虚しい気分になったことは覚えている。

　だって自分を抱いている男は、目が覚めればそのことを忘れてしまう。たった一晩の幻なのだ。

　一時は、それでも構わないと思っていた。そう思い込もうとしていた。寂しい女の元に神が遣わした天使のようなもので、記憶がなかろうと完璧で美しい男が自分と寝てくれるだけでもラッキーだと。

　でも本当はそうじゃない。美花の本音はもっと強欲だ。

　だから今この瞬間は、それこそ都合のいい夢なのではないかと思える。優生が、自分を見てくれているなんて、昨日までの自分なら信じなかった。今だってちょっと騙されているのではないかと思ってしまうほどだ。

（でも多分、本当なんだ）

　キラキラと目を輝かせ、欲情の炎をほのかに燻らせて、ゆるみきった笑みで見つめる視線の先にいるのは────。

　もう認めざるを得ない。

　胸の奥から沸き起こるこの感情は、もうずっと長いこと自分には縁がないと諦めていた気持ちだ。

　諦めるほうが楽だった。玉砕しても何度でも立ち向かえるほど若い気持ちは持ち合わせていないし、落胆することになっても自分の中でわかっていたふりをすれば、少しは傷つかずに済むからだ。だからいつからか、美花は期待することをやめた。きっとそれ以外に生きがいを見つけろということなんだろうと一人で納得して、優生の眩しいくらいの気持ちを見て見ぬふりをした。だってそうじゃないと、また失恋したとき、一層惨めに感じてしまう。

　自分の惹かれている気持ちも無視した。だって年下で、可愛くてカッコよくて完璧な男に、こんなにも簡単に心揺さぶられているなんて悔しいじゃないか。

　でも気づけば、美花の中で優生の存在は目を背けられないほど大きくなっている。その視線に、表情に、体温に、においに触れると、レストランで答えたときよりも、ずっとずっと大きく膨らんだ気持ちを実感する。

　愛おしい。気を抜いたら口から零れてしまいそうなほど胸にこみ上げる多幸感に、美花は思わず唇を噛んだ。

「先輩？　……うわっ」

　美花は優生の腕を掴んでごろりと転がり、体勢を逆転させた。

　予想外のことだったのか、容易く下になった優生はぽかんとしてこちらを見上げている。珍しい光景だ。ちょっと気分がいい。

「そっちだって、ちゃんと覚悟しなさいよ」

　うんざりするくらい大事に思う気持ちは、きっと負けてない。

　そのまま足下の方にずれると、見事にそそり立つ劣情を前にする。

（ううん……やっぱ、大きいわね）

　間近で見たことはなかったが、よくもまあこんなものが自分の中に入るものだと感心してしまう。まだ完全に勃起しているわけではないだろうに、明らかに巨大だ。

　美花はその大きさに一瞬怯むも、それが自分の中に埋没したときの独特な充足感を思い出し、生唾をごくりと飲んでそっと口に咥えた。

「あ、先輩……っ」

「ふ、……ん、んう」

　大きい。亀頭を口に収めるだけでいっぱいいっぱいだ。そもそもあまりこういうことをしてこなかった美花は、いざ口に入れたもののどうしたらいいのかわからない。

　飲み込みきれない幹を手で扱きながら、べろべろと舐める。ちらと優生を見上げると、彼は頬を上気させながら笑みを浮かべていた。

「は……先輩、無理しなくてもいいですよ」

「んう、無理じゃないわよ……ちょっと、あんまりしたことないだけで」

　拙いことはバレているだろう。

　言い訳みたいにぼそぼそ呟くと、優生は更に笑顔になり、美花の髪を緩く撫でた。

「あんまりしたことないのにしてくれるんですか？　ふふ、たまんないな」

「うるひゃい……」

「っ、ふふ……じゃあね、エラの部分、そう、そこ。あと先端、……そこ舐めて、吸って……裏筋も扱いて……ん、気持ちいいですよ」

　言われるままに舌を這わせ、吸い上げて扱くと、どんどん硬さを増してゆく。次第に先端からはしょっぱい潤みを溢し始め、優生の息が上がっていくのがわかった。

「ぁ……っ、…………ふう、……っ」

（感じてるんだ。可愛い）

　時折息を詰まらせ腹筋に力がこもる姿に胸が高鳴り、美花はますます熱心に愛撫する。

　凶悪に膨らむ男根をより深く飲み込もうとすると、喉の奥に当たってどろりとした唾液が溢れてくる。飲み込みきれず伝い落ちるそれを潤滑剤代わりにして幹を扱き、口の中で泡立つ唾液を絡ませて必死にしゃぶればじゅぷ、ぐちゅ、と卑猥な水音が響き、優生を更に興奮させるようだった。

「は、あっ……ん、んうっ……先輩、待って……あ、はあ、はあ」

　優生は息を荒げながら、体を起こして美花の腰に手をかける。

「こっち、向いて……俺も舐めたい」

　くるりと体を反転させられ、優生の顔を跨ぐような格好を取らされた。秘部を目の前に晒す恥ずかしさに思わず腰が引けるが、逃がすまいと優生の腕が腰に回り、暴かれた秘裂をそっと撫でられる。

「ん、ふううっ」

「ああ……なんだ。俺のちんこしゃぶってこんなに濡らしちゃったんですか？　えっちだなあ」

　優生の言葉に、かあっと体が火照る。

　彼の言う通りだ。優生の言われるままその雄ゆう蕊ずいを咥えていると、下腹部が熱くなって仕方ない。奥から奥からとろとろと涎がこぼれるのを止められない。

　優生は愛液を絡ませた指で中をぐちぐちと掻き混ぜ、敏感な花芯をちゅうちゅうと吸い上げる。鮮烈な快感が電流のように背筋を走り、美花はつま先を強張らせた。

「んむっ、うう……や、らめ……っ」

「っ咥えたまま喋らないでください。噛まれそうで怖い」

　柔らかな口調だが、言葉のわりにその欲望は更に反り返る。おやと思いつつも、敏感なところを直接刺激されてはそんなことを深く考える余裕もない。

　優生はよく動く舌で花芯を転がし、花弁をしゃぶり、蜜壺を掻き回し、ずず、じゅる、と音を立てて愛液を啜り、硬くした舌先で入り口を舐め回す。まるでそこから極上の蜜か酒でも湧き出ているかのように、執拗に吸いついた。

「ふ、ふう、ううう……っ、ううっ、んううっ、あ、ああっ」

　激しい電流がいくつも走る。ビリビリする快感に、優生のものをまともに舐める隙もない。

　前夜の熱冷めやらぬ肉体ではあっという間に昇り詰めていった。

「あ、ああっ、ああ、あ、あ、あ────あああああっ」

　全身を強張らせ、汗を吹き出しながら、絶頂の高波に腰を戦慄かせる。びくびく震え、絶頂を味わう間もなく、優生の舌が再び強くむしゃぶりつく。

「ひっ、あ、ああ、あっ、い、いってる、いって、あああっ」

　容赦ない愛撫はしばらく続き、美花は幾度も軽い絶頂に飛んだ。ようやく愛撫が止んだ頃には、大きく滾る彼の欲望から口を離し、小刻みに瞼を震わせるのみだった。

「は、ああ……はあ、はあ……」

　大きく胸を上下させ、立て続けの官能に理性を飛ばしていると、体をくるりとベッドに埋められる。少しの間の後、そのまま脚を開かれると、熱い猛りを熟しきったそこに押し当てられた。

「先輩、蕩けちゃった顔してる。かーわいいなあ。ねえ、挿れていいですか？」

「へ……？」

　優生は、視点の定まらない美花の顔を覗き込む。彼女の汗で顔に張り付いた髪をよけると、頬を撫で、僅かに開いた唇に触れるだけのキスをした。

　あてがった欲望を上下に揺らすと、唾液と愛液が混ざり合いしとどに濡れた秘裂から露骨な水音が響く。

「ふふ、ぐちゃぐちゃ。いっぱいいったからまだヒクヒクしてますね。今いれたらすごく気持ちいいんだろうな」

「あ、ん、ん」

　熱い猛りが入り口を上下する度に、じりじりと甘い快感が押し寄せる。

　焦れったい感触に、優しい声に、頭の芯がぼうっとする。どくどくと大きく鼓動が高鳴る。

「ゆうせ、くん……いじわる」

　美花が睨むと、優生は心底喜ぶように目を細めて笑んだ。そしてぐっと腰を進める。

「先輩の反応が可愛くて、ついいじめたくなっちゃうんです……っ」

「あ、あ、あ……っふ、ああ、あ────っ」

　何度挿入されても馴れない、入り口を目一杯に割り拡げてぬぽっと先端が侵入してくる感覚。

　ぱんぱんに張り膨れたエラがごりごりと蜜肉を抉っていく蕩けるような快感に、他では到達できないほど最奥を押し上げる圧倒的な質量。

（あ、すごい、気持ちいい……！）

　いつもより感度が上がったような、敏感な粘膜を直に触れられているような感覚に、たまらず蜜壺がきゅうっと収斂する。幾度も達し、鋭敏になった蜜壺は、ただ挿入されただけでも絶頂に震えた。

「く、ぅ……はあ、……昨日したばっかりなのに、締めつけるな……」

　優生はうっとりとして独り言のように呟き、快感に震える美花の体を抱きしめて唇や鼻や瞼に接吻を降らせると、緩慢に腰を揺すり始めた。

「あ、ああ、あっ、あうっ、うう」

「ああ……先輩のまんこ、ぎゅうぎゅうに絡みついてくる……気持ちいい……」

　ぬかるんだ膣肉を擦り上げ、子宮口をどすどす突き上げると、美花の目の前に火花が散る。脳天からつま先まで鋭い電流が幾度も走って、喘ぎながら優生の逞しい背中にしがみつき、太い腰に脚を絡ませる。するとより一層繋がりが深くなり、腫れた花芯まで擦られてしまいますます官能を深くした。そんな美花に、優生は陶然とした視線を注ぐ。

「ひいっ、あ、あ、あ、ああっ」

「先輩、気持ちいい？　どこがいい？」

「あっ、ああっ、んう、いい、っはあ、ああっ、おく、ぐりぐり、してっ、あああ」

　快楽の虜となった美花の素直な訴えに、優生は求められるままに腰を突き入れ、ぐるりと回した。奥処を押し込むようにぐりぐりと先端で擦り上げると、夥しい愛液が溢れ出る。

「可愛いなあ……先輩の、感じすぎて、素直になっちゃうとこ、俺大好き。ずっと、このまま、こうしてたいくらい、すごく可愛い……はあ。もっと、俺だけを見てくれないかな……ねえ、はやく、俺だけのものになってくださいよ。じゃないと……無理矢理、俺のにしちゃうかも」

　熱っぽい囁きは、しかし快感の波にさらわれた美花の耳にはほとんど届いていなかった。

　優生に抱かれると、一度目より二度目、三度目と、回を重ねる毎に官能が深くなる。底のない快楽は極楽かそれとも地獄か。

　互いの気持ちを確認した今では、途方もない幸福感にかつてないほど胸が熱くなる。

　年を重ね、いつの間にか建前や駆け引きばかりで疲れてしまった美花にとって、優生の真っ直ぐな瞳はどこまでも眩しく、力強かった。

　引力のように引き寄せられる彼の魅力に、いつしか振り落とされるのが怖くて顔を背けていたけれど、この満たされた心と体を一度味わってしまえば、もう離れることなどできない。見て見ぬふりもできない。

　最後にはやはり、腹を括って、目を閉じ、飛び込むしかないのだ。

　美花は必死になって、優生の熱い体にしがみついた。

「ああ、ああっ、あ、あ、あああっ」

　汗を絞り、もう何度目かもわからない絶頂に仰け反り、戦慄く。

　膣肉が蠕動し、複雑にうねり極太の男根を絞り上げると、優生が低く唸った。

「く、うっ……もう、出る……っ、先輩……は、はあっ」

「あ、ああっ、出して、だしてっ」

　激しくなる突き上げに、美花は悲鳴のような嬌声を上げる。絶頂の痙攣続く蜜肉が、容赦なく擦り上げられる感触に、目の前を白くした。

　腹の中に埋まる獰猛な欲望は限界まで膨らみ、どすどすと奥処をこね上げると、一際深く突き上げ最奥で爆ぜた。

「あ、あ……」

　大量の熱い精がどぷどぷと注がれる。頭の芯が蕩けるような心地に、美花は吐息をもらす。

　優生の、中でびくびくと震える欲望の脈動であったり、その後ぐったりと体を預けてくる重みであったり、汗浮かぶ肌の重なりや熱い吐息を交わらせた緩慢な口づけ。そのどれもが、美花の胸をひどく満たす。

「あ……まだ、硬い」

　呼吸が整ってきたところで、ようやくまともに考えられる理性が戻ってくる。

　まだ中に埋まるままの欲望を感じ、美花はふふ、と笑った。

「先輩とするとね、全然収まらないんですよ」

　知ってるでしょう、と優生はどこか陶酔したような視線で蠱惑的に笑んだ。

　美花は繋がったままぐるりと体を反転させる。

「じゃあ、たくさんしないとね……んっ、う」

　片手を絡ませたまま、体を起こすと優生の上に跨がった体勢になる。

　繋がった角度が変わり、より深くなり、美花は顔をしかめる。自らの体重で、弱いところを抉られる快感に、思わず小さく呻いた。

「ゴム変えなくていいんですか？」

「ん、かえる……けど、ちょっと、まって……うう」

　反り返った欲望を味わうように、勝手に蜜壺が蠕動するのを止められない。

　じわじわと甘い快感が込み上げて、頭がくらくらする。もう少し味わいたくて、すぐには動けそうもない。

　切羽詰まった視線を向けると、優生は嬉しそうに目を細めた。

「いいですよ。もし溢れたら────あなたを俺のものにできる」

　そう語る彼の目は、どこか本気の色を強く滲ませる。

（それはそれで……いや、だめだめ。まだ始まったばっかりなんだから）

　うっかりその提案に乗りたくなるチョロい心にストップをかけて、美花は腰を上げてずるりと欲望を引き抜いた。

　まだ関係は始まったばかりだ。甘い提案に乗る前に、しっかり相手を見極めなければ。もう手遅れ気味ではあるのだけれど。

　優生は「残念」とクスクス笑ってゴムを付け替えると、跨がった美花の腰を愛おしそうに撫でた。

「早くここにぶっかけたいな」

「……優生くんって意外と……」

「うん？」

「露骨」

　美花の言葉に、優生はさも心外と小首を傾げた。

「ええ、先輩がそういうのに興奮するみたいだから合わせたのになあ。駄目でした？」

「駄目じゃないけど」

　実際、恐らく優生の見立ては当たっている。普段紳士的で礼儀正しい男が、ベッドでだけやけに下品なことを口にすると妙にドキドキしてしまうのだ。

　けれどきっと半分くらいは建前で、彼の素にもそういう一面があるのだろうと思う。まったく構わないけれど。

（むしろそういう一面は好きだけど）

　とは口にしたら、彼をますます助長させてしまいそうだから今のところ黙っておく。

「ほら、来てください」

　優生は美花の腰を撫で、もう一方の手を繋ぐ。

　美花がゆるゆると腰を落とすと、みちみちと割り開かれて深々と欲望を飲み込んだ。

「は、あ、あ……深ぁ……」

「ああ、いい眺め」

　優生はうっとりとして目の前で大きく上下する美花の乳房に口を寄せ、つんと硬くしこった乳頭をべろっと舐める。腹の奥がぞわぞわする快感に、入り口がきゅうっと収縮した。

「ん、う……」

　緩慢に腰を揺らすと、子宮口がぐりぐりとこねられて、ますます甘い快楽を味わう。

　こんな風にしたことはあまりないから、どう動けばいいのかわからない。戸惑いながら腰を上下に、円を描くように、試行錯誤するとじわじわといい部分がわかってきて、気づけば必死で腰を揺すっていた。

「は、……ぁ、う……ん、ん」

「そこがいいんですか？　ああ、熱いのが溢れてくる。感じてる顔、すごく可愛い……大好き」

　可愛い、好きだと、優生はねつい視線を向けながら、幾度も囁き、唇を寄せ、巨大な欲望をますますいきり立たせる。大きな手のひらが美花のくびれを撫で、揺れる乳房を鷲掴みにして、尻朶に指を食い込ませるように揉んで、時折戯れに下からズンと突き上げた。

　優生の、優男のような甘い表情は、いつしか欲情にまみれた雄そのものとなって、捕食動物を前にした肉食獣のような空気を漂わせていた。

　美花はその視線に見つめられると、たまらなく体が熱くなる。

　最初こそ、彼の優しさや、甘く眩しい笑みを好いていたはずなのに、ふと垣間見せるこの強引そうな目を見ると、今は胸が高鳴って仕方ないのだ。

　降参だ。もうここまできたら腹を括るしかない。

　飛び込んだ先がどこであろうと構わない。彼といる限り、美花が幸せであることは間違いないのだから。

　美花は心の中でだけ白旗を振って、美しく微笑む愛しい男に唇を落とした。
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「付き合うことになったんだって？」

　────数日後。

　昼休憩中、屋上でコーヒーを飲んでいると声をかけられた。

　見れば橋元明日香だ。

「さすが、親友には筒抜けですね」

　優生は口元だけに笑みを浮かべる。

「可愛くないわねえ。相談に乗ってあげたんだからあんたが言いに来なさいよ」

「あは、確かに。その節はどうも」

　作り笑いで頭を下げると、どういたしまして、と同じような作り笑いで返された。

　優生が座っていたベンチの隣に腰を下ろすと、明日香は「それで？」と尋ねた。

「言ったの？　結婚式のこと」

「結婚しましょうって？　まだ早くないですか？」

「じゃなくて、お坊ちゃんが傷心ＯＬに心惹かれた日の話よ」

　明日香のあけすけな物言いに思わず苦笑する。

　美花は美花でちょっと変わっているけれど、その友人の明日香も優生から見れば相当な変わり者だ。自分に対し、こんなに飾らない女性たちと、優生はこれまで会ったことがない。

　高比良優生は、端的に言えば天才だった。

　基本的に優生には困難なことなどなかった。生まれ持った才なのか、物事を易々とやり遂げられる勘の良さと素質、それから周囲の人間に勝手に好感を抱かれる容姿に恵まれているからだ。

　少し気が向けば、興味を持てば、大抵のものは物にできるし、微笑めば女性は落ちる。欲しいと思えば手に入らない物などないし、金を増やすこともそれほどの苦労はいらない。

　けれどそれを優生は決して表に出さなかった。それなりに努力している風を装った。そうしたほうが他の人間たちに馴染めると理解していたからだ。

　なんでも簡単にこなせる自分が周囲から見て異質に映るだろうことは、その勘の良さで察していた。

　特別人に好かれていたいとか嫌われたくないとは思っていないけれど、現代社会で生きていくならやはり、ある程度溶け込んでいたほうが物事は楽に進む。

　けれど二十歳過ぎた頃には、優生はそんな己の人生に飽き飽きしていた。

　────ああ、つまらない。つまらない。つまらない。

　簡単に手に入るものに囲まれて、予想通りのことばかりの生活に、一体どんな意味があるのか。

　だから家を出ることにした。一度決めてしまえば楽で、父親に条件として出された会社勤めも、自由になるための過程と思えば苦ではなかった。

　決して手を抜いていたわけではない。そんなことをしなくても、優生は多少時間があれば会得できるからだ。

　そんなとき、公園で飲んだくれている彼女を見かけた。

（あれは、確か……田梯さん、だったかな）

　入社間もなく、優生に面と向かって「特別扱いはしない」と宣言していた女性。

　そのときから面白い人だなと思っていた。仕事ぶりは可もなく不可もなくというところだけれど、時折やけに目を輝かせて仕事をしているのが印象的だった。優生にはわからないけれど、多分やりがいというやつを感じていたのではないか。

　そんな彼女が、こんな遅い時間になぜあんなところにいるのか。ふと興味を引かれた。

　運転手に頼んで近くで下ろしてもらい、見かけた公園に戻ると、やはり見間違いではない。

　妙なことにドレス姿で、人気のない公園でひとり、ブランコに腰を下ろしている。

　足下にはかなり買い込んだ様子で、コンビニの袋から溢れるほど空のビール缶がいくつも散乱している。小ぶりながらもワインを片手で掴みラッパ飲みしている様は正直関わりたくなさ過ぎる絵面だったけれど、同時にちょっとわくわくした。

「何してるんですか」

　そういえば今日は同僚の誰かの結婚式だと聞いた気がする。それにしては早いお帰りだ。

　さては新郎に気でもあったかな、なんて思いながら隣のブランコに腰掛けると、美花は優生を一瞥して「あっち行ってよ」と顔を背けた。

（おや。随分と飲んでるな）

　顔が赤く目が据わっているし、隣に座るだけで酒臭がすごい。もしかすると優生と認識すらしていないかもしれない。いや、認識していても、彼女は元々優生に興味がないようだったからこんな素っ気ない態度もありえるか。

　そんな様子も、目が合うだけでぽうっと頬を染める女性ばかりに囲まれてきた優生には新鮮だ。

　いつだって誰にだって求められることが当たり前になっていた優生は、彼女につれなくされることに妙な心地よさを覚えた。もしかするとマゾの気があるのかもしれない。

「おめかしして、どうしたんですか」

「関係ないでしょ」

「関係ないかなあ。こんな時間にそんな格好してたら、変な男に絡まれますよ」

「変な男はあんたじゃないの。あっち行ってったら」

　たまらず優生は吹き出した。自分にこんなことを言う女性がいるなんて信じられない。

　面白すぎて腹を抱えて笑っていると、ふと、こんなに笑ったのはもう随分と久しぶりのことだと気がついた。

　作り笑いはよくするけれど、心の底からつい笑ってしまうなんて、もしかすると子供のとき以来かもしれない。

　久々の感覚に自分でも驚いていると、気づけば美花もじっとこちらを見ていた。

「ふうん」

「なんですか？」

　ようやく、優生だと気がついたのかな、と面白い時間が終わった予感に少し落胆していると、美花は興味もなさそうに持っていた酒を呷る。

「普通に笑えるんじゃん」

　優生は言葉をなくした。

　美花は最初から、優生だとわかっていたのだ。そして日頃の作り笑いにも気づいていた。

　自分が上手に被っていた仮面の裏を見事に見透かされていたようで、頭が一瞬真っ白になる。そして次に訪れる感情は────歓喜だった。

（……面白いな）

　ああ、世の中にはこんなに面白い人間もいるのか。まだまだ捨てたもんじゃない。

　やりきったと思っていたゲームに、実は隠しステージがあるのを発見したような心地に、優生の胸は躍った。

「ねえ、先輩。ちょっとお話ししましょうよ」

「なんでよ」

「職場だとあまり話せないでしょ。ちょっとくらいいいじゃないですか」

　美花はしばらく胡乱気な視線を向けていたけれど、特に断る理由も見つけられなかったのか「まあいいけど」と承諾した。

　そこで呼ばれるはずだった結婚式に行けなくなったことや、それまでの片思いの日々を聞いた。

　優生の率直な感想は、その先輩にとって彼女はまあまあ都合のいい女だったんだろうなというくらいだが、さすがに傷心している女性の傷に塩を塗り込む趣味はない。

「結婚式に行けないなんて、辛いですね」

「それは別に辛くないわよ」

　間髪入れずに返ってきた言葉に、テンプレを口にしたつもりの優生は首を傾げる。

「そうですか？」

「当たり前じゃない。好きな人の隣に他の女がいるところなんか誰も見たくないわよ。でも……わかんないわ。よく映画とか本では、「好きな人が幸せならそれでいい」って言うじゃない。そんな風に思えない私は、あの人に好かれなくて当然なのかも」

　そこではじめて、美花は迷うようにゴトッと瓶を地面につけた。

　その視線には、きっと何も映っていない。優生も、公園も、酒も。

　ドレスの裾がふわふわと夜風に揺れ、小さくなった体がこのまま消えてしまいそうだ。不思議な焦りを覚え、優生は咄嗟に口を開いた。

「それは……本当に好きだったからでしょう」

　見せたい自分を装うのではなくて、初めて心から出た言葉。

　美花は俯いて垂れた髪の隙間から、力なく優生を見やる。その視線に、妙に落ち着かない気分になった。

「本当に好きだったら、相手が幸せならそれでいいって、きっと思えないですよ。そういう言葉で納得するしかないだけじゃないですか。少なくとも、俺は自分が幸せにしたい。……まあ、そう思うようなことこれまでに一度もないですけど」

「本当に？　あんなにモテてるくせに？」

　美花の率直な物言いについ苦笑する。

　言えば痛い人に見えてしまうだろうから口にしたことはなかったが、そうだ。

　これまで優生はまともに恋愛感情など持ったことがない。

　放っておいても女性たちは寄ってくるし、不都合は感じなかったので、深く考えたこともなかった。

　でも美花を見ていると、ちょっと羨ましくなる。

「寄ってくるのは俺が高比良家の男だからですよ。でも簡単に寄ってくる人は簡単に離れていくんです。そういう相手とは深い関係にはなれない。意味がないでしょ。下心ありの愛情なんて」

　口にして初めて、自分がそう思っていたのかと内心驚いた。

　美花のように、恋した相手の結婚式の日に公園で飲んだくれるような強い想いを抱いたことがない。そして多分、自分自身、誰にもそんなに強く想われたことがない。

　それでいいと思っていた。自分に近づいてくる人間は皆、優生を見ていない。それなら、そうと理解したうえで適当に付き合っていたほうが楽だ。

　心を伴わせれば、たちまち傷ついて今頃は人間不信に陥っていただろう。

　優生の近くに集まる人間たちは、そういう者ばかりだったから。

　自分と他人は別の生き物であるとはっきり理解しているからこそ、優生は昔から他人に憧れや羨望を抱いたことなどなかった。

　でも今は少しだけ、美花にそこまで想われる男が羨ましい。

　────そんな風に強く想ってくれたら、きっと、自分なら。

　そこまで考えて、我に返った。

（何を……柄にもないことを考えてるんだろう）

　美花と話していると、自然と本音が引き出されるようだ。

　優生は生来、相手に求められる人物像を即座に察して演じることに長けていた。巨大企業の跡取りや、甘やかされた金持ちの息子、がむしゃらに仕事に取り組む新入社員。恐らく、父親に対してすら望まれた良い子を装っていたのではないか。

　けれど、美花だけは何も求めない。こちらに何も期待していないとわかるからこそ、優生は自然体でいられる。気が緩むのだろう。

　心をさらけ出すような心地はどこか落ち着かなくて、けれど安心する。求められないことがこんなにも気分がいいとは知らなかった。

　美花は「ふうん」と呟いて、持っていたワインを差し出した。

「あんたも色々大変ね。きっと何でもできるから何でも見えちゃうのよ。たまには正気を失うのも手よ」

「はは、先輩みたいに飲んだくれろってことですか」

「気は紛れるでしょ」

　残念ながら、酒に対しては耐性が異常に強い。正気をなくしたくてもなくせない。

　けれど美花の言うことはもっともで、その気持ちが嬉しかったのでワインを受け取る。瓶のまま呷るなんて初めてのことだ。

「……うえっ」

　香りも味わいもあったもんじゃない。最悪だ。思わず顔をしかめると、美花は隣でゲラゲラ笑っていた。

（変な人だ）

　ちょっと変わっていて、面白い人。

　一緒にいると予想できなくて、目が離せなくて見ていて飽きない。

　ただの自由への過程だと思っていた職場にまた明日から出勤するのが、少し楽しみになった。

「それで、……ぶぇっくしょん」

「ああ、そんな薄着してるから」

　美花が盛大にくしゃみするのに、呆れた顔で笑う。

　聞けばレンタルドレスを無駄にしたくなかったらしい。ドレスをレンタルできるなんて、優生はそのとき初めて知った。

　着ていたコートを脱いで美花の肩にかけると、スマートフォンがバイブする。自社の部下からだ。システムトラブルが起きたので見に来て欲しいという旨で、優生は電話を切ってすぐに車を呼んだ。

「先輩も、そろそろ帰った方がいいですよ」

「ええ、まだこれ開けたばっかりなのよ」

「言っときますけど、そのワイン最悪ですよ」

　美花は「知ってる」と言いながらワインを呷る。

「それ飲んだらちゃんと帰るんですよ。家は近いんですか？」

「歩いて帰れるわよ」

「いいですね。それじゃ、また明日」

　こんなに誰かの心配をしたことがあっただろうか。

　つい子供にするように頭をぽんぽんと撫でてしまう。自分で戸惑ったが、美花はさして気にも留めていないようでワインを呷っていた。

（本当に変な人だな）

　いつもなら、優生が頭を撫でれば途端に女は顔を赤らめる。でも彼女は、そよ風が吹いたくらいにしか思っていないかのように微動だにしなかった。

　それが面白くて、優生はますます美花を気に入った。

　

　

「──……まさか、翌日記憶をなくしてるなんてね」

「仕方ないわよ。あの時期は酒に溺れてたから」

　明日香の言葉に、あの日飲んだ最悪のワインの味を思い出して確かに、と思う。

　結局コートを見た明日香が、日頃優生が着ていたものであると気づいたことから、今のようにささやかなアドバイスをもらう関係に落ち着いた。

「お酒に酔ったふりしてねんごろになれ、なんていいところに目をつけましたね。俺にゴム渡してくる女性なんて初めてですよ」

「あんた変なところで大胆だから、ほっとくと既成事実作って言いくるめそうだったからね」

「やれやれ、信用がないですね。でも言わせてもらえれば、俺には金も地位も優しさも愛もあるんですよ？　ついでに後世に残しても損はないこの顔だ。もし孕んだとして、どんな不満があるっていうんですか」

「仕事でのやりがい」

「ああ……それを言われるとねえ」

　即答する明日香に、優生は苦い顔をした。

　残念ながら、美花は仕事が好きらしい。彼女が望めば、好きなだけ家でゴロゴロして買い物させて遊び回らせて思う存分自分に依存させてやるのに、そればかりは優生が与えられないものだ。

　そんな思い通りにいかないところも、彼女を好ましく思うポイントなのだけれど。

　本音を言えば、初めて肉体関係を持ったときは明日香の言う通り、隙あらば既成事実を作ってやろうかと思っていたけれど、さすがに今はそんなことをする気はない。彼女が望むものを与えたいからだ。

　今になって、あの夜公園で聞いた言葉を噛みしめる。────「好きな人が幸せならそれでいい」。

　そんなこと、優生のこれまでの人生ではありえなかった。自分が、まさか自分の欲求よりも他人の望みを優先するなんて。

　いい子のふりすら、自分のしたいことを通すための手段と思っていたのに。

　これが惚れた弱みというやつか。遅めの初恋は、随分と様々な感情を優生に教えてくれる。もどかしく感じることも多いけれど、これはこれで充実した毎日だ。

　明日香の怪訝な視線を涼しい顔で受け流して午後の仕事に戻り、あちこちに出向いていると時間が押して、オフィスに戻った頃には定時をとうに過ぎていた。

（美花さん、もう帰っちゃってるかな）

　付き合い始めてから、優生は美花をそう呼ぶようになった。

　周囲に気づかれたくないというので職場ではいまだ「先輩」と呼んでいるけれど、どうせ優生が辞めるまであと一年弱なのだし今更何を気にすることがあるのだろうと思う。正直、いまだ自分に色目を向けている連中だってグループを継ぐ予定がないことを知れば途端に興味をなくすだろう。

　上司には仕事の引継ぎなどあるのですでに話しているが、本当は全員に言ってしまいたかった。もう高比良など関係ない。よそ見する暇もないほど夢中な彼女がいる。だから放っておいてくれ。────そう言えたら、どれだけ気が楽になるだろう。

　だが美花はそれを望まない。皆に優生の彼女であると知られたくないのだ。

　ちょっと年上だから気が引けるとかなんとか言っていたが優生にはよくわからなかった。それでも滅多にない可愛い彼女のお願いだ。叶えない理由はない。それに最近はちょっと、自分のしたいことより彼女の要求を優先する自分が嫌いじゃなかった。

　何かと隙がなくスマートフォンを見るタイミングがなかったが、今頃美花は帰宅中の電車に乗っている頃だろうか。

　付き合いたてだというのに最近は繁忙期だ。忙しくしているのでオフィスではほとんど話す暇がない。

　せめて帰りは送りたかったと肩を落としてオフィスに戻ると、意外にも誰も居ないと思われた部屋にはひとつのデスクだけ明かりがついていた。

　そこには、見慣れた後ろ姿が見える。

「……美花さん」

「あっ」

　優生の声に、美花はパソコンから顔を上げる。

「珍しいですね。残業ですか？」

　会えないと思われた相手に会えたことに嬉しさが込み上げて、つい顔が緩んでしまう。

　美花もぱっと目を輝かせたが、ハッと我に返り平静を装った。バレバレだ。

「う、ううん」

「忘れ物があったとか？」

「違うけど……いや、そう、かな」

　煮え切らない。

「美花さん」

　静かに呼びかけると、美花は少し迷うように視線を泳がせて白状した。

「…………待ってたって言ったら、引く？」

「俺を？　それは……へえ」

「さ、最近あんまり話せてないし、帰りくらいはと思って……って、にやけないでよ」

「にやけますよ」

　平素、愛情表現が塩の彼女が、健気にも自分の戻りを待っていたというのだ。直帰するという選択肢もあった中で、面倒がらずにオフィスに寄って良かったと心から思う。

　優生は荷物を自分のデスクに置くと、柄にもないことをした恥ずかしさからかデスクチェアに座ったままもじもじしている美花の元へ行く。

　アームレストに寄りかかるようにして覗き込むと、美花が僅かに唇を噛んだ。

「美花さん、なんで視線逸らすんですか？」

「は、恥ずかしいから」

「俺のこと待っててくれたんでしょ？」

「そうだけど……」

　おずおずと黒目がちの目が揺れて、恥じらうように優生を認めた。途端、優生は吸い込まれるように唇を重ねる。

　柔らかな唇の感触を味わうように、下唇を食み、ちろちろと舌先でくすぐれば、そこは僅かに開かれ、舌を歓迎する。甘く、心地よい口づけに、一日の労働で溜まった疲れが抜けてゆくようだ。

「は、……ん」

　美花はすぐに表情を蕩けさせた。

　甘い吐息を溢し、強請るような視線に、優生の下腹部は熱くなった。自然と口角が上がってしまう。

「ね、美花さん。せっかくだし、ここでしちゃう？」

「えっ、だ、だめよ」

「どうして。皆帰っちゃったし、そんな蕩けた顔した美花さん見て俺の、もうほらこんなになっちゃったし」

　小さな手を掴んで硬くなりはじめた欲望に服越しに触れさせると、彼女はますます顔を赤くした。

　彼氏がいたこともあったろうに、いまだにこんな初心な反応を見せるのだから参ってしまう。いじめたくて仕方がない。

「ひ、人が来たら……」

「金を握らせて帰す？」

「うわあ……」

「冗談ですよ。ちゃんと鍵かけました」

「そう、なの？」

「美花さんのこと、他の誰にも見せたくないんで」

　美花は信じていないようだが、優生は結構な独占欲がある。美花がいると気づいてすぐに後ろ手で鍵を閉めてきた。

　こうなることを予想していたわけではないが、やはり男としてはあわよくばがあるので万全を期すのだ。

「だから、ね？　責任とってくださいよ、先輩」

　耳元で囁きかける。

　その恥じらう目に、わずか情欲の炎が揺らいだことを、優生は見逃さなかった。

　デスクに腰掛けた優生の前を寛げ、美花はそっとその欲望を口に咥える。

「……ん、ふう、うううっ」

　本人も自覚している通り、正直さほど上手くはないけれど、それでも美花が一生懸命口に入れ、しゃぶっていると思うとその絵面に興奮した。

　以前教えたこともしっかり覚えていたようで、回を重ねる毎に上手くなっている。小さな口で必死に吸い上げ、舌を這わせて唇で扱く。いつもはキーボードを打って、マウスやペンを握るだけの清らかな手が、今は唾液で絡ませ幹を扱き上げていると思うとたまらない。

（ああ、可愛い……必死に吸って、顔真っ赤にして……）

　これまでの優生は、性行為に特別深い興味があったわけではなかった。人並みに性的欲求を抱きはするけれど、吐精できればそれで十分で、相手に対して何かを求めることもない。

　でも美花と寝るようになってから、少しだけ自分には加虐趣味があるのだと気づいた。

　それは多分、美花にもどこか被虐され興奮する性質があるからだろう。特に、露骨な言葉で責めると、顔では恥じらっていながらも膣の中を熱く濡らして締めつける。言ったところで、彼女は認めないだろうけれど。

「っ……ん、もういいですよ」

　これ以上すると口の中で出してしまいそうだ。

　優生は完全に勃起した男根を美花の口から引き抜き、彼女をデスクに座らせた。片足も上げさせると、自然とスカートが捲れて下着とストッキングが丸見えになる。

「ちょ、ちょっとっ、ここで最後までするつもり？」

「ええ。駄目ですか？　だって先輩だって、しゃぶってたとき結構興奮したでしょ。このまま帰れるんですか？」

　優生の問いに、美花はまた悔しそうに唇を噛んだ。可愛らしいその反応に、たまらず唇を食む。口内を舐ると、自分の先走りか妙な味がした。 

「ねえ、美花さん、これ、破いちゃ駄目ですか？　ちゃんと弁償するから」

　太ももの辺りをさらりと撫でると、美花は逡巡してため息をついた。

「いいけど……ＡＶの見過ぎじゃない？」

「そんなＡＶがあるんですか。美花さんってばえっちだなあ」

「ん……もう、ばか」

　かまととぶりながら、そろりそろりと下着のあたりを撫でる。ストッキングと下着に覆われていても、その奥が熱く熟れていることはすぐにわかった。上の方でピンと硬くなっている花芯をぐりぐりと撫でると、美花の腰が揺れる。

　股のあたりを選んで引き裂くと、それは至極簡単に破けた。薄い布地が大きく丸い縁を作ってその奥の素肌を晒す様に、妙に昂ぶってしまう。

「ああ、これは結構……思ったよりクるな」

　少し前まで美花の大事な部分を覆い隠していた生地が裂け、今や下着のみとなった脚の付け根に指を潜り込ませる。太ももを撫で、下着の上から秘部を撫で、そしてゆっくりと下着を横にずらす。糸を引くほど甘露溢れる秘裂が外気に触れ、見られていることに快感を覚えたようにヒク、と窄まった。

　日中は懸命に仕事をしているオフィスで、デスクに腰掛け片足を上げて赤面する彼女。欲望を欲するように蠢き、涎を垂らす小さな花びら。あまりにも倒錯的な様に、優生はクラクラする。

　今や爆ぜる寸前の欲望にゴムをつけると、そこにぐっと押し当てる。

　熱く、歓迎するように絡みつく花びらに先走りがじわっと漏れた。腰を進めると、ぐにゅうっと狭い蜜口が開かれていく感触。狭く、みちみちの膣肉が歓迎するように絡みつき、ぎゅうぎゅうに締め上げるのを、優生は息を吐いて耐えた。

「は、あ、あ、あ……っ、ふ、うう……ん、きもちい……」

「っ、はあ、美花さんのまんこ、キツ……すぐいきそう」

　美花は優生の首に細い腕を巻きつけ、奥を軽く痙攣させた。

　彼女をそのままデスクに押し倒し、唇を重ねながらゆるゆると抽送を始める。

「はっ、あ、ああっ、あああっ」

「ん、ふ……美花さん、いつもよりすごい濡れてる。興奮してるの？　こんなとこでセックスしちゃって、恥ずかしい？」

「あっ、んうう、や、やだ……っ、ああっ」

　ブラウスのボタンを外してその中に手を忍び込ませると、揺さぶられブラからこぼれ落ちる乳房を鷲掴みにする。優生の手の平に丁度良く収まる大きさで、しっとりと指に吸い付く媚肉は、いつまでも触れていたいくらい柔らかくあたたかだ。餅のようにめちゃくちゃに揉みしだき、しこった乳頭を摘まむと、ぎゅっと入り口が収縮した。

「俺は、想像したよ。何回も……美花さんをここで犯したいなって、ずっと思ってた」

　熱っぽく告白しながら、腰の抽送は激しくなっていく。

　あの夜公園で会ってから、優生の恋情は日々募っていった。一度気になり始めると、彼女のいちいちが愛らしく見えて仕方なかった。

　あの夜話したことは綺麗に忘れているくせに、自分と話すとき、美花は変わらず自然体のままでいさせてくれる。それが心地よくて、同じくらい歯痒くて。

　こんなにも思い通りにならず悶々とした日々を送ったのは、多分これが初めてだったのではないか。

　今まで努力せずとも女性は寄ってきていたから、好きになってもらうにはどうしたらいいのかわからなかった。明日香には「コートの持ち主だと言えばいい」と言われたけれど、それを言ったところで何が変わるというのか。あの夜に意味があるのは自分だけなのだから。

　だから、あの日のことは言わない。過去よりも、今の自分を好きになって欲しいから。

　そう言えば、彼女はナルシストだと笑うだろうか。

「ひっ、ああ、ああっ、あ、ああ、ゆ、せ、くっ、ああ、ああ」

「ん、美花さん、好きだよ。好き……はあ、ああ」

　甘く、熱く、何度でも、飽きることなく愛を囁く。そうしないと胸が張り裂けそうで、こんな強い衝動は生まれて初めてだ。

　長年、高比良の息子としてしか見られてこなかった。

　でも唯一美花だけが、ただの優生を見つけてくれた。本当の自分を見ていてくれた。そのことが、こんなにも嬉しいことだったなんてそれまで知らなかった。

「ああ、ああっ、また、いく、いっ……ッ」

「ああっ、俺も、いくよ、いく……あ……────っ」

　互いに汗みずくになり、唇をでたらめに合わせながら、美花が何度目かわからない絶頂に戦慄く。

　つられて優生の欲望が限界を迎え、最奥を激しく突き上げると大量の精を放った。

「あ……はあ、はあ……」

　肩で息をしながら、力なく美花の胸元に顔を埋めると、そっとその髪を美花が撫でる。どこか気恥ずかしいけれど、心地よい感触に優生はうっとりと吐息した。

　本当の自分はわがままで、ずるくて、自分勝手で、嘘つきだ。

　けれどそんなところを見せても、美花は呆れたり離れていったりしない。ただありのままの優生を受け入れて、仕方がないなと笑ってくれる。

　柄ではないが、こんな日々がずっとずっと続くようにと祈らずにはいられない。

　簡単に逃がす気はないけれど、彼女はやはり、一筋縄ではいかないから。

（ただの男のままでいさせてくれるのは、あなただけ）

　甘やかしているのか、甘やかされているのか、そのどちらもか。

　際限のない彼女の優しさに抱かれ、心が満たされるのを感じながら、優生はそっと目を閉じた。

　

　


ＥＮＤ








あとがき







　こんにちは、長なが曽そ根ねモヒートです。今作をお手に取って下さりありがとうございます。

　濃蜜ラブルージュさんでは初めての作品になります。お話いただいたときはとても驚きました。普段書いているものとは違ったタイプのレーベルさんなので、書き出すまでに四苦八苦した記憶があります。

　はたから見ると完璧だけど親しくなると普通の年頃の男の子感があるヒーローがいいなと思ったのでこんな感じになりました。

　年下敬語攻めは書いていて楽しいのですが、露骨な言葉責めは好みが分かれそうだなとそわそわします。いかがでしたでしょうか。少しでも楽しんでいただけたら幸いです。

　最後に、今作を読んでくださった皆様、素敵な表紙を描いてくださった小こ島じま先生、何度もプロットの差し替えをお願いし快諾くださった担当様、本当にありがとうございます。

　またのご縁があることを願っております。






長曽根モヒート
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